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所長挨拶 IV.　 セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山地 地 域 の
9:35 地形学的研究(5)
1.昭 和基 地周辺 の岩石学 的研究(7) 座長 平川一臣
座長 松本径夫 10:20
浅見正雄 V.セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山地 地 域 の
11:35 地質学 ・岩石学的研究(5)
n.地 球化学的研究(2) 座長 仲井 豊
座長 綿稜邦彦 吉 倉 紳 一・
12:05 12:00




皿.西 南極の地学(4) VI.　南極 海の地 学(5)
座長 下鶴大輔 座長 瀬川爾朗
倉沢 一
15:00 15:00









懇親 会(研 究棟2階 ・講義 室)
19:30 ()内 の数字 は講演 数 。
10月2日(木 曜 日)[09:30～17:45]
挨拶 国立極地研究所長 松 田達郎(09:30～09:35)
1.昭 和基地周辺の岩石学的研究(09:35～11:35)
座長 松本種夫(山 口大 理)
浅見正雄(岡 山大 教養)
1.昭 和基地周辺地域 の塩基性変成岩の全岩化学組成(そ の1)主 成分(15分)
○石川賢一(東 北大 教養部)
蟹沢聡史(東 北大 教養部)




















座長 綿祓邦彦(東 大 教養)




























14.南 極 ・エ レバ ス火 山の 火 山性 微 動
○網 野 順
神 沼 克伊
15.南 極 エ レバ ス火 山で の人 工 地震 観 測
○神 沼克 伊
渋 谷和 雄





























一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一(15 :00～1515)
ii一
17.　 Recent　 volcanic　 activity　 of　 卜1t.　Erebus.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P.R.　 Kyle(ニ ュー メ キシ コ工科 大)(20分)
18.　 Volcanic　 geology　 of　 M七.　 Erebus,　 Ross　 lsland,　 An七arc七ica.
J・A.　Moore　 (ニ ュー メ キシ コ工科 大)
OP・R.Kyle　 (ニ ュー メ キシ コ工科 大)
19.西 南 極 ロ ス島地 域 の 超苦 鉄 質 ～苦鉄 質 ゼ ノ リス
○新 井 田 清信(北 大 理)
神沼 克 伊(極 地 研)
渋 谷 和 雄(極 地 研)
20.卜1icrostruc七ure　 and　Phase　 Transition　 in　the　Mt.　 Erebus　 Ano「七hoclase
O田 賀 井 篤平(東 大 理)
武 田 弘(東 大 理)












22.特 別講 演 座長 勝井義雄(北 大 理) (45分)
The　 McMurdo　 volcanic　 group,　 An七arc七ica:　 A　pe七rologic　 overview.
PhiIip　 R.　 Kyle　 (ニ ュ ー メ キ シ コ 工 科 大)
懇 親 会 ===ニ==========(18










24.寒 冷乾燥地域の風化現象一南極とパ ミール高原の事例 一
松岡慧知(極 地研)













V.セ ール ・ロンダーネ山地地域の地質学 ・岩石学的研究(10:








28.セ ール ・ロンダー ネ山地中央部の地質
○小島秀康(極 地研)
石塚英男(高 知大 理)





31.東 南極 ・セール ・ロンダーネ山地西部地域の塩基性～中性変成岩
○白石和行(極 地研)
小嶋 智(名 大 理)
32.セ ール ・ロンダーネ山地のCalc-silicate　 rockに ついて 一予報 一
小山内康人(北 大 理)


























座長 瀬川爾朗(東 大 海洋研)
(1340～1500)




















































休 憩 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一(1500～1515)
－V一
W.地 球 物理 学 的研 究(15;15～16:35)





○福 田洋一(弘 前大 理)
瀬川爾朗(東 大 海洋研)
神沼克 伊(極 地研)




43.ビ ラタスポーターPC6の 位置決定デー タ集録システムについて(20分)
○渋谷和雄(極 地研)
吉田栄夫(極 地研)
44.南 極地域 基準点 ・重力 ・地磁気 ・空中写真及び地図成果集録について(15分)
○石原正雄(国 土地理院)
田中 等(国 土地理院)
田.ゴ ン ドワナ と南 極(16:50～17:20)
座長 吉 倉紳 一(高 知 大 理)
45.イ ン ドの地質予備調査 とゴン ドワナランド先カンプ リア界対比研究計画(15分)
吉 田 勝(大 阪市大 理)
46.ス リランカの地質予備調査 とゴン ドワナラン ド先カ ンプ リア界対比研究計画
(15分)
吉田 勝(大 阪市大 理)
－Vl一
1昭 和 基 地 周 辺 の 塩 基 性 変 成 岩 の 全 岩 化 学
組 成(そ の1)主 成 分
石 川賢 一 ・蟹沢 聴史(東 北大 学教 養部)
1.は じ め に
昭 和 基 地 付 近 か ら プ リ ン ス オ ラ フ 海 岸 に か
け て は グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 ～ 角 閃 岩 相 の 変 成 岩
類 が 分 布 し、 そ の 中 に は 塩 基 性 火 山 岩 起 源 と
考 え ら れ る 変 成 岩 類 が 周 囲 の チ ャ ー ノ ッ カ イ
ト や 雲 母 片 麻 岩 な ど と 調 和 的 あ る い は 岩 脈 状
に 存 在 す る。 こ れ ら の 岩 石 は 変 成 作 用 を 被 っ
て い る の で 、 も と の 組 成 を そ の ま ま 保 持 し て
い る と は 考 え ら れ な い が、 微 量 成 分 と 併 せ て
考 察 す れ ば か な り 有 効 で あ る し、 ま た、 成 分
の 移 動 が あ る に し て も あ る 程 度 は 厚 着 の 推 定
も 可 能 と 考 え ら れ る。 ま た、 塩 基 性 岩 類 の 性
質 を 知 る こ と に よ っ て、 南 極 大 陸 の 構 造 発 達
史 が 理 解 で き る の で 、 そ の 岩 石 学 的 性 質 を 把
握 す る こ と は 重 要 な 課 題 で あ る。 こ の た め、
従 来、 デ ー タ の 乏 し か っ た 地 域 の 塩 基 性 岩 に
つ い て 重 量 法 お よ び 蛍 光X線 法 で 主 成 分 分 析
を 行 っ た の で 報 告 す る。
2.分 析 結 果
今 回 は 主 に ベ ル ジ カ 山 脈 と オ ン グ ル 島 お よ
び ラ ン グ ホ ブ デ 周 辺 の 塩 基 性 岩(SiO245～5
5%で 、 か つ 異 常 に あ る 特 定 の 元 素 に 富 ん で い
る も の を 除 く)に つ い て 分 析 を 行 っ た。 ま た、
従 来 公 表 さ れ て い る 分 析 値 を 併 せ て 検 討 し た。
そ の 結 果、 ノ ル ム 鉱 物 で ネ フ ェ リ ン は 各 地 の
岩 石 か ら 算 出 さ れ る がHFS元 素 で あ るTi、
Pが 多 い の は ベ ル ジ カ 山 脈 と ラ ン グ ボ ブ デ に
多 い。 オ ン グ ル 島 の 岩 石 はne-normativeの も
の が 多 い が 一 般 にTiとPに 乏 し く、　 FeO'IMgO
比 は 種 々 に 変 化 す る。 こ れ は、 ベ ル ジ カ 山 脈
と ラ ン グ ホ ブ デ の 岩 石 は 島 弧 的 で は な く て プ
レ ー ト内 の ア ル カ リ 宕 と 考 え て よ い で あ ろ う。
や ま と 山 脈 地 域 の 閃 長 岩 の 活 動 と の 関 係 が 考
え ら れ る の か も 知 れ な い。 こ の よ う な 岩 石 に
は し ば し ば、　 TiO2が5%に 達 す る も の が あ る
が 、 こ れ が 原 岩 そ の も の の 値 か ど う か は 検 討
の 余 地 が あ る。 こ れ に 対 し、 オ ン グ ル 島 の も
の はne-normativeで もHFS元 素 に 乏 し く、
基 本 的 に は 島 弧 の 性 質 を 持 っ た も の と 考 え ら
れ る。 ま た、 少 な く と も 今 回 の 分 析 結 果 で は
深 海 性 の 岩 石 は.見 ら れ な い。 こ の 結 果 は 東 南
極 地 域 の 塩 基 性 岩 が 黒 雲 母 片 麻 岩 な ど の 泥 質
岩 起 源 の 変 成 岩 類 に 挟 ま れ て い た り、 そ れ ら
を 貫 い て い る こ と か ら も 理 解 で き る。 ま た、
hy-normativeで もTiO2,P205に 異 常 に 富 む 岩
石 が 各 地 に み ら れ る。
今 後 は、 こ れ ら 塩 基 性 岩 の 産 状(岩 床 状 あ
る い は 周 囲 の 岩 石 と 整 合 的 か ど う か、 岩 脈、
あ る い は ブ ロ ッ ク な ど)と 組 成 と の 間 に 系 統
的 な 差 異 が あ る の か ど う か を 区 別 し て 整 理 す
る 必 要 が あ る。
一1一
2昭 和 基 地 周 辺 の 塩 基 性 変 成 岩 の 全 岩 化 学
組 成(そ の2)微 量 元 素
石 川賢 一 ・吉 田武義 ・蟹沢 聴史(東 北大 学教 養部、 理 学部)
1.は じ め に
東 南 極、 昭 和 基 地 付 近 か ら ブ リ ン ス オ ラ フ
海 岸 に か け て は グ ラ ニ ュ ラ イ ト 相 ～ 角 閃 岩 相
の 変 成 岩 類 が 分 布 し、 そ の 中 に は 火 山 岩 起 源
の 塩 基 性 岩 類 が 周 囲 の 変 成 岩 頚 と 整 合 的 あ る
い は 岩 脈 状 に み ら れ る。 こ れ ら の 原 岩 の 推 定
は 主 成 分 で も あ る 程 度 は で き る が、 変 成 作 用
の 過 程 で の 成 分 の 移 動 な ど の 影 響 で 困 難 な こ
と も 多 い。 今 回 は、 予 察 的 に 主 成 分 か ら 代 表
的 と 思 え る 塩 基 性 岩 を6個 選 び、 東 北 大 学 理
学 部 付 属 原 子 核 理 学 研 究 施 設 の 電 子 ラ イ ナ ッ
ク を 利 用 し、 光 量 子 放 射 化 分 析 法 に よ り 微 量
元 素 の 定 量 を 試 み た。
2.岩 石 試 料 と 組 成 の 特 徴
用 い た 岩 石 と そ の 主 成 分 の 特 徴 、 お よ び イ
ン コ ン パ テ ィ ブ ル 微 量 元 素 のMORB規 格 化 パ タ
ー ン(Rock/MORB)は 、 次 の よ う な も の で あ る。
ANT-1.73123113日の 出 岬　 Clinopyroxene
　bearing　 biotite　 amphibolite
角 閃 岩 相 、 ざ く ろ 石 含 有 黒 雲 母 片 麻 岩 と 整 合
的 で、 緑 褐 色 ホ ル ン ブ レ ン ド、 少 量 の 暗 褐 色
黒 雲 母、 斜 長 石 、 石 英、 僅 か の 単 斜 輝 石 と 鉄
鉱 物 か ら な る。 主 成 分 はHy-Q2　 normative,
subalkaline,　 Tholeiitic　 basaltの 特 徴 を 示
し、 微 量 元 素 パ タ ー ン はKが 正 の 異 常 を 示 す
こ と を 除 け ば フ ラ ッ ト で あ る。
ANT-2.74010104日の 出 岬　　Biotite　 amphi
bolite
角 閃 岩 相 、 黒 雲 母 片 麻 岩 中 の 岩 脈 と し て み ら
れ、 緑 色 ホ ル ン ブ レ ン ド、 暗 褐 色 黒 雲 母、 石
英、 斜 長 石 、 燐 灰 石 お よ び 鉄 鉱 物 か ら な る。
残 品 斜 長 石 あ り。 主 成 分 はHy-Q2　 normative
subalkaline　 thoteiiticbasaltであ る。 微
量 元 素 パ タ ー ン は 凹 凸 に 富 ん だ 異 常 な も の で、
Sr,K,Ce,P　 が 正 の 異 常 を 示 す。
ANT-4.801319二 番 岩　　 8iotite　 bearing
　clinopyroxeneamphibotite
角 閃 岩 相、 黒 雲 母 片 麻 岩 中 の 薄 層 あ る い は ブ
ロ ッ ク と し て み ら れ る も の。 緑 色 ホ ル ン ブ レ
ン ト が 主 体 、 わ ず か に 緑 色 黒 雲 母 が 含 ま れ る。
グ ラ ノ ブ ラ ス テ ィ ッ ク 組 織 を な す。 、 ス フ ェ
ー ン を 含 む 。 や や 片 状 構 造 を な す。 主 成 分 は
01-Hy　 normative,　 01　 tholeiite　 の 性 質 を 示
す。 微 量 元 素 パ タ ー ン は や は りKが 正 の 異 常
を 示 す こ と を 除 け ば ほ と ん ど フ ラ ッ ト で あ る。
ANT-5.Y79020406カス ミ 岩　 Clinopyroxene
　biotiteamphibolite
角 閃 岩 相 、 黒 雲 母 片 麻 岩 中 の 薄 層 を な す 整 合
的 岩 体。 緑 褐 色 ホ ル ン ブ レ ン ド と 黒 雲 母 が 片
状 配 列 を な し グ ラ ノ ブ ラ ス テ ィ ッ ク 組 織 を な
す。 僅 か に ス フ ェ ー ン、 鉄 鉱 物 を 含 む。 主 成
分 は　 Ne　 normative,　 alkaいne　 piclitic　 ba-
saltで あ る。 微 量 元 素 パ タ ー ン はKが 正 の 異
常 を 示 す こ と を 除 け ば ほ ぼ フ ラ ッ ト で あ る。
ANT-3.801257明 る い 岬　 Biotite　 bearing
clinopyroxeneamphibolite
角 閃 岩 相 と グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 の 漸 移 帯、 地 質
図 で は 黒 雲 母 角 閃 石 片 麻 岩 ～ 角 閃 石 黒 雲 母 片
麻 岩 、 ざ く ろ 石 片 麻 岩 か ら な る 部 分 で、 本 岩
は 黒 雲 母 角 閃 石 片 麻 岩 の 中 に 整 合 的 な 薄 層 あ
る い は ブ ロ ッ ク と し て み ら れ る も の で あ る。
褐 色 角 閃 石 と わ ず か に 赤 褐 色 黒 雲 母 が み ら れ、
単 斜 輝 石 、 鉄 鉱 物 も 存 在 す る。 片 麻 状 構 造 が
著 し く、 珪 長 質 部 分 と 苦 鉄 質 部 分 が 結 状 を な
す 。 主 成 分 はNe　 normative　 alkaline　 picli-
tic　 basaltの 性 質 を 示 す。 微 量 元 素 パ タ ー ン
は　 K～Ceま で は フ ラ ッ ト でyに も 富 む が、　 Zr
に 乏 し く な っ て い る。
ANT-6.83122708東 オ ン グ ル　 　 Biotite
clinoPyroxene　 arnphibolite
グ ラ ニ ュ ラ イ ト 相、 褐 色 ボ ル ン ブ レ ン ド と 淡
褐 色 黒 雲 母 の 片 状 配 列 が 明 瞭 で 、 グ ラ ノ ブ ラ
ス テ ィ ッ ク 組 織 を 示 す。 束 オ ン グ ル 島 の 地 質
図 で は 輝 石 片 麻 岩 に な っ て お り、 ざ く ろ 石 片
麻 岩 、 角 閃 石 片 麻 岩 な ど と 整 合 的 な 薄 層 あ る
い は レ ン ズ と し て み ら れ る も の 。 主 成 分 か ら
ζま　 Ne　 normative　 alkaline　 piclitic　 basalt
で　 MgOに 富 む。 微 量 元 素 パ タ ー ン はHFS元
一2一
素 に 対 し てLIL元 素 に 富 ん で お り、　 Nbに 負
の 異 常 が み ら れ る。
3.考 察
以 上 に 述 べ た 主 成 分 お よ び 微 量 元 素 の 性 質
は 変 成 作 用 の 過 程 で の 元 素 の 移 動 を 考 慮 し て
は い な い。 し か し な が ら、 移 動 が あ っ て 存 在
量 が 変 化 し た と し て も 性 格 的 に 似 か よ っ た 特
定 の 元 素 の 問 の 比 率 は 基 本 的 に は 変 化 し な い
で あ ろ う か ら、 火 山 岩 の パ タ ー ン と の 比 較 に
よ っ て、 あ る 程 度 塩 基 性 変 成 岩 の も と に な っ
た 火 山 岩 の 活 動 の 場 が 推 定 で き る で あ ろ う。
た と え ばK,Rbは 何 れ も 易 移 動 成 分 と 考 え ら れ
る が、　 K/Rb比 は 変 化 し な い と 仮 定 す れ ば 以 下
に 述 べ る こ と が 考 え ら れ る。 今 回 の 分 析 結 果














































































てRbが 不 足 し て い る パ タ ー ン を 示 し、 こ れ は
新 生 代 の 他 の 地 域 の 火 山 岩 の デ ー タ で は わ ず
か に 大 陸 玄 武 岩 の 一 部 に 見 ら れ る に 過 ぎ な い。
ま た、KがRbを は じ め と す る 他 の 全 て の イ ン
コ ン バ テ ィ ブ ル 元 素 に 対 し て 富 ん で い る こ と
は、K20に 富 む 大 陸 地 殻 の 影 響 を 受 け て い る
と 考 え る の が 妥 当 で あ る。 ま た オ ン グ ル 島 の
83122708の パ タ ー ン はNbの 負 の 異 常 が 顕 著 で、
典 型 的 な 島 弧 の 背 弧 よ り の 玄 武 岩 に み ら れ る
パ タ ー ン で あ る。 な お、74010104、 お よ び80
1257の パ タ ー ン は 異 常 な も の で、 特 定 の 鉱 物
の 集 積 し た 結 果 か 、 あ る い は 原 岩 が 通 常 の 火
成 岩 と は 異 な り、 凝 灰 岩 な ど に 他 の 堆 積 物 が
















































































































































3昭 和 基 地 周 辺 の　 Ultramaficgranulite
特 に 全 岩 化 学 組 成 に つ い て
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
昭 和 基 地 周 辺 の　Ultramafic　 granulite
は,主 要 鉱 物 組 合 せ の 差 異 に よ り,　 Type　 A(
斜 長 石 を 含 ま な い)と 　Type　 B(含 斜 長 石)と
に グ ル ー ピ ン グ さ れ,両 者 は お 互 い に 産 状,
mafic鉱 物 の 化 学 組 成 な ど を 異 に す る が,変
成 温 度 は800℃ 前 後 で 変 わ ら な い こ と が 明 ら
か に さ れ た(SUZUKI,1986)。
今 回,こ れ ら　 Ultramafic　 granuliteに つ
い て 全 巻 化 学 組 成 を 検 討 し た 結 果,両Typeに
は 以 下 の よ う な 特 徴 が あ る こ と が 判 明 し た 。
1)SiO2は40～55wt%前後 で あ り,特 にType
Aの 方 がSiO,e:富 む 傾 向 に あ る 。
2)Al203はType　 Aが10wt%以 下 で あ る の に
対 し,　 TypeB　 は そ れ を 越 え る 。
3)　FeOは 両 者 で 顕 著 な 差 異 は 認 め ら れ な い。
4)　MgOは 　Type　 A　に お い て 含 有 量 が 多 くmg
値 は0.70を 越 え る が,　 TypeBに お い て は 一
般 に0.70以 下 で あ る 。
5)　CaO及 び　total　 Alkali　 は　Type　 B　の 方
に よ り 多 く含 ま れ る 。
以 上 の よ う な 両Typeに お け る 全 巻 化 学 組
成 の 差 異 は,例 え ば,　 Al203(mole)　 -mg図(
第1図),CaO-Al,03図(第2図)な ど に 表
現 さ れ て い る 。 尚,図 中 に は　YOSHIDA(1978)
に よ り ま と め ら れ たmetabasites　 を,そ の 記
載,分 析 値 を 基 に 演 者 の 設 定 し た 基 準 に よ り
Type分 け し た 結 果 も 合 わ せ て 示 し て い る 。 第
1図 に 示 さ れ る よ う に,両Typeの 岩 石 は 各 々
独 自 の 組 成 領 域 を 占 め る 。 ま た,第2図 か ら
明 ら か な よ う に,　 Type　 A,　 Type　 B　各 々 の 原
岩 の 変 化(分 化)傾 向 は 明 瞭 に 異 な る よ う で
あ る 。 す な わ ち,　 Type　 AはAI,0,の 増 加 と と
も に 第2図 上 で ほ ぼ1:1線 上 に 沿 っ てCaO　 も
増 加 す る 。 こ の よ う な 傾 向 は,例 え ば マ ン ト
ル 由 来 の カ ン ラ ン 岩(青 木,1978)や カ ン ラ
ン 岩 質 コ マ チ ア イ ト(　NISBET　 et　 al.,　 1977)
な ど 未 分 化 初 生 マ グ マ お よ び そ れ と 関 連 の 深
い 岩 石 に 特 徴 的 に み ら れ る も の で あ る(但 し
,　MgOの 含 有 量 は そ れ ら に 比 べ て 低 い)。 そ
れ に 対 し て,　 Type　 BはAl203の 増 加 と と も に
CaO　 は 減 少 し,　 Type　 Aと は 全 く 異 な る 傾 向 を
呈 す る 。
以 上 の こ と か ら,　Type　 A,　 Type　 B　各 々 は
お 互 い 異 な る 起 源 の も の に 由 来 し た 可 能 性 が
高 い 。 そ れ に 関 連 し て 注 目 す べ き 点 は,　 Type
Aが 野 外 に お い て 連 続 性 の 悪 い　pod状 形 態 を
呈 し て 出 現 す る の に 対 し,　 Type　 B　は　sheet
状 に 出 現 す る こ と(SUZUKI,　 　前 出)で あ る 。
両Typeの 原 著 は,変 成 作 用 を 受 け る 以 前 に 周
辺 岩 頚 中 に す で に 混 在 ・定 置 し て い た と 考 え
ら れ,そ の テ ク トニ ク ス の 解 明 が 重 要 と な る。
　 　 　 　 　 　 　 mg
第1図 　 AlzO,(mole)　 -mg図
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Fig.　 　 1.　 TOC　 and　 C/N　 Results　 for　 the　 Core　 Sed-





南 極 ド ラ イ バ レ ー ー ラ イ ト 谷 南 俣 湖 沼 群
の 化 学 的 特 徴
は じ め に
O増 田
鳥 居
宣泰(極 地研 究 振 興会)川 野
鉄 也(千 葉 工 大)
南 極 ビ ク ト リ ア ラ ン ドの ロ ス 海 に 面
す る位 置 に 、 マ ク マ ー ド ・オ ア シ ス と 呼 ば れ
る4000K㎡ に も達 す る 南 極 最 大 の 無 氷 雪 地
帯 が あ る。 こ の 無 氷 雪 地 帯 に バ ン ダ 湖 や ド ン
フ ァ ン 池 を 包 含 す る ラ イ ト谷 が 東 西 に走 っ て
い る 。 バ ン ダ湖 は 、 ロ ス 海 か ら約50kmの 位
置 に 、 また ド ン フ ァ ン池 は バ ン ダ 湖 の 西 方 約
9　kmの ラ イ ト谷 南 俣 に あ る 。 ラ イF谷 南 俣 は
ドン フ ァ ン 池 の 西 方 に 続 き 、 や が て ラ ビ リ ン
ス 地 域 へ と 連 な り、 ド ン フ ァ ン池 の 西 約12km
で 大 陸 氷 床 に よ りか ん 養 さ れ る上 部 ラ イ ト氷
河 に突 き 当 た る。
ドラ イ バ レー 地 域 の 湖 沼 群 の 中 で ラ
イ ト谷 の 塩 湖 の 化 学 的 特 徴 は 、 そ の カ ル シ ウ
ム 濃 度 の 高 さ に あ る。 例 え ば 、 ド ン フ ァ ン池
で は140g/kg、 パ ン ダ 湖 で24g!kgにも
達 す る 。 こ れ ら の 塩 湖 の 成 因 を解 明 す る に は、
各 湖 沼 の 化 学 組 成 を 単 独 に 解 析 す る よ り む し
ろ 、 谷 の 上 部 よ り 下 部 へ 一 連 の 湖 沼 群 の 塩 起
因 を 関 連 づ け 解 析 す る 必 要 が あ る 。
ラ ビ リ ン ス 地 域 に は 、 主 に 日 本 隊 の
調 査 に よ っ て 、50以 上 の 湖 沼 の 存 在 が 確 認
さ れ 、 湖 沼 水 の 化 学 組 成 が 明 らか に さ れ つ つ
あ る。 ラ ビ リ ン ス 地 域 よ り ド ン フ ァ ン池 、 バ
ン ダ湖 に か け て の ラ イ ト谷 南 俣 湖 沼 水 の 化 学
組 成 の 解 析 は 、 ラ イ ト谷 塩 湖 群 の 塩 起 因 を 解
明 す る 上 で 不 可 欠 で あ る。
試 料 お よ び 考 察;
帰 し、た 試 ネ斗`ま1983-84,1985-86
シ ー ズ ン に ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド南 極 局 の 協 力 の
も と に採 取 し た 。85-86シ ー ズ ンで は 、 上 部
ラ イ ト谷 末 端 か ら パ ン ダ湖 ま で 、 氷 河 離 水 の
流 路 と考 え ら れ る経 路 を 徒 歩 で 踏 査 し湖 沼 水
田 実 夫(大 分 大 ・ 教 育)
を 採 取 し た 。 化 学 分 析 は 主 に 原 子 吸 光 分 析 で
行 っ た 。
胃ebb(1972)は 、 第 三 紀 鮮 新 世 の こ ろ
ラ イ ト谷 が フ ィ ヨ ル ドで あ った と 発 表 し、 こ
れ は 、Brady(1981)の 海 洋 性 珪 藻 の 同 定 で 裏
付 け ら れ た 。 こ の こ と か ら、 湖 盆 に 閉 じ込 め
られ た 海 水 に 塩 の 起 因 を 求 め る 見 方 も あ る 。
し か し、　Cartwright　 &　Harris(1981)　 は ラ イ
ト谷 に 広 く地 下 水 が 存 在 す る こ と 示 唆 し、 ド
ン フ ァ ン 池 は 主 に 地 下 水 で か ん 養 さ れ て い る
と 指 摘 し て い る。 ま た 、　Harris　 &　Cartright
〈1981)は 、 池 水 面 の 変 動 お よ び 蒸 発 量 か ら、
地 下 水 の 流 入 フ ラ ック ス を 見 積 り、 こ の 値 を
基 に、DVDP-・13で 見 い だ さ れ た 地 下 水 の 組 成
を か け 合 わ せ る事 に よ り 、 必 要 な 年 数 を 推 定
し た 。 そ の 結 果 、 ド ン フ ァ ン湖 盆 に 存 在 す る
塩 の 現 存 量 は 、100年 程 度 の 地 下 水 の 寄 与
で 賄 う こ と が で き る と し た 。 だ が 、 過 去20
年 の ド ン フ ァ ン池 の 観 測 か ら、 近 年 特 に 塩 が
増 加 し て い る傾 向 は 認 め られ な い 。
し か し、 地 下 水 の 寄 与 は 、 ラ イ ト谷
の 湖 沼 の 塩 起 因 を 考 察 す る上 で 極 め て 重 要 で
あ る。 こ の 地F水 と 言 う の は 地 中 深 くを 流 れ
る 水 の み で な く、 た と え ば 、 永 久 凍 土 層 上 部
で の 冬 期 凍 結 、 夏 期 融 解 を 繰 り 返 し な が ら徐
々 に 谷 を 流 下 す る地 下 水 脈(浅 い 地 下 水)も
重 要 と 考 え て い る。 こ の 浅 い 地 下 水 が 長 年 月
を か け て 流 下 す る際 に低 温 濃 縮　(Thompson　 &
Nelson,;956)の 過 程 が 機 能 し て い る と考 え
る と 、 ラ イ ト谷 南 俣 お よ び ラ ビ リ ン ス地 域 が
巨 大 な 反 応 器 に 例 え る こ と が 出 来 るか も し れ
な い 。 こ の よ う な 考 え の も と に 、 ラ イ ト谷 南





















南 極 ド ラ イ バ'し 一 士也t或 ラ ビ リ ン ス 姥(!の
池 水 の 水 管 特 性
ノリ野 田歎(大 分夫.差蜻)弦 本 源 喜(東 大・糠)
者 ラ青オく 克 己(日/本 分ネ6-t三ンター)、臨 く蹴(イ 葉工.スニ)
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南 極 ・エ レ バ ス 火 山 の1984 1986年 の 地 震 活 動
神沼克伊(極 地研究所)・ 網野 順(富 山大 ・理)
三浦 哲(東 北大 ・理)・ 山田 守(名 古屋大 ・理)




















TOTAL　 F(用TH　 O 一 ト^十 一 十 一.↓～ 一幅メ1
1 `EAST-WEST 嚇4ゆ 目時鴫 11▲ ▲NORT卜纐J H　o ▲ 一`凸 一 ▲ 一極 舳L幽 幽.島 」匹 1一乱 ・ 一 一 静一_`, }・、
恥OOWN　 。医 王 に 一一 一 　 1 　 ▼▲
　 ▼ 　 ▼-一 ▼ 可 ▼ 一 ▼ 一 ▼-F寸 1
　 一 ▲一鮭 ゴー ゼi、
エレバス山周辺で起 こる地震(主 に微小地震)
の日別頻度分布 を第1図 に示した.観 測を開始 し
た1980年12月 から1984年8月 までは,
1日 に20～100個 程度の地震が記録 されてい
た.1984年9月 に新 しい火山活動が始 まった
が.図 から分るように,こ の噴 火活動以後,日 別
の地震回数が極端に少な くなっている.
二Lレバ ス山周辺では,日 常,定 常的に発生する
地震 に重な り,と きどき群発地震が発生している.
24時 間に250個 以上の地震が発生 した場合を
群発地震と して,図 には番号をつけて示 した.図
















































1984年 までの震源分布 は,エ レバス山頂を中心 に山体
全体 に分布 していた.し かし,活 動が始ま ってからは第2図
に示 したように,地 震 は山頂付近を中心に発生 している.
この傾向 は1986年 に入 っても続いている.こ れは新 しい
火山活動 に伴い,ロ ス島全体の地震を起こす応力場 に変化が
起こったと推定される.
第1図 には地球潮汐も示 した.高 緯度地方でもあるためか,
地球潮汐 と地震の頻度 分布 との間には顕著な関係 は認め られ
ない.
山体直下に存在すると推定されるマグマ溜りは,1985























図2.1985年 の震源分布 と1986年1月 の震源分布
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南極 ・エ レ バ 又 火 山 の 史 上性 微 動
網 野 真直 神 箔 免停
(葛 山 大 ・理)(極 地研)
エ しκス 畑 国際 地 黛研 家UMES幻z・1る.飾 組挽 時 間は か3。 秒 で 妨蛋蹄
の地 建観 測 には.re52の 鳩 らず火 山性鋤 の獅 諒 す 勧 つごタ9・、.こ れi9,kasa・diの
七観 ラ動」され'て し、る。今回tal982年1月 ヵ、らt9坂 重ヵftご'ある】乙推 賞己ざ1!し1二し)る 。
944qgの 磯 焔 まで の鯛 に虫け る実山柱 面rvtdlilgH間1詰 酪 幽 鳶職(上 段)、
微 魚パこっい て飼 べた。 短 周期 孤 立微動(中 段)、 石 刷期 孤 立微 動(
エ レバ 久 山で観 三創され る火山性樋bば 、 下段)の 裂三生数1ζ 示 す.ま た.8Z・・A、S2_B、
①.数 時 間～敬 日闇程度 ほぼ鎌 的 に発 写ia」群薯地震 乞示 す。蜘 動1釦q82与 にz
生育る微 動 国、la83鼻 に1乙回顧邊}工れ マい るが'、o多災の
②,数 秒 間^数 分 間菱呈フ度しk、擬 しi后い 裂 毛生したlq24卑 にiま麗 遣りさ凶へてい 后t、.鶴 岡
微 動
の 二つに大別3ろz・ 乙ぶ で き る。
無月1弾㌧t【蝕7iま,|q9,乙 年 【:1コ130回 、lq83!手1こ
は`2回 、tg814・ 与 に は31囲 ξ見遁リさ れ てt}る 。1
① は連続 微動 ヒ呼 ばれ －q8z卑4月.19B2日 窃セ ソの発 生牧1釦q82与1‡ 帖2回.lq83年
!410月 、tqg3449.lq83年7月の計4回 観1才 α22臥 　 lq繭1よ α15回 ぞあ ・)、磧 火にt
剰 され1い ろ。 いつれ の微 壷カモ特有 の卓 麹1周 ブ くに っれ織4ア し1"る こヒぜ余 る.長 局#月
#9Xt。 て ・)る.9にlqg3#49にeg,EL'tr:　U talgOit.　 lqs2与te・;101@.1日掛r=リ
較 重力は約7勅 と　Llう 非 牽 に長"卓 葱 周期 上毛 α33回 、1q83年 に は田園、1aあ た ソd.zj回
・て ・洗 ・ この蹴 放釦 よ エしバ ス 山 眉,i1z.そ して1鱗 与 に1醐 魎.1aあ た リo.z6回 で
て髪 射 た粥 髄 愛 に佑11Le.1・iる 乙椎 あ,た.tq21z5vらiq83　 !ilE　・uけ 桝 麦 轍
定tAる ・ ぴ増iつ り る{メ'.・全休 的 に1ゴ鐵 ケ傾 向 にあち
② は孤 立微 細 ヒ呼 ばれ.闇 期 によって 短 周 と言 うご ヒボ でき る.
期(q5～a勘)とkmma　 (約1秒 ハt伺 類 で　 198q!4qAtzigS生 した 峻 尖端1コUて.
重 る・短 周期 弧 士織 は卓越 周期 力ごは,雀 リ 鋭 微 動 宅孤 立微 動 そ嘩 史 に近 ブ(に つれ驚
'ttす.按 毛b鰯 と時 間1コ1N10分 イ立・であ る.乙 塗艦ヒtご減1ケ す る傾 后]e;'蕩3こ と1bご分 っ た。
れt9.灘 や 周期 な ビから槻 』鳴 建ぶ連続 し
て 乾些 した 七の Σ考 え られ る.長 周期孤 館 故
伽 よ 絢1秒 のt9,き り した 卓越 閲期 も埼.
°AILYNUM8ER°FV°LCANICTREM°RS　 1982　 DAIしY・UM8ER。F・ 。LC・ ・℃TREM。RS ・1983・ 肌YNUM8ER。FV・LCANICTREM。RS ,　 1984
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L!臨L蜘LIL山 山L」 ㎏山.聴_
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図.1982年1月VNうtg　 ll4.　SP　q　H　 まで の火 山性 微動 の発 生粒
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南 極 エ レバ ス 火 山 で の 人 工 地 震 観 測
神 沼 克伊 ・渋 谷 和 雄(極 地 研 究 所)・ 新 井 田 清信(北 海 道 大 ・理)　 ・　J.　Kienie(US.
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Station
図1.エ レバ ス山の地震観測点 と爆破点
T-∠]/2.3(S)
南極 ・エレバ ス火山(77.5°S,167°[,3794m)
の地震活動,噴 火のメ カニズムを調べる 目的で,1980年
12月 以来,「 エレバス火山国際地震研究(IMESS)」
を日本,ア メリカ,ニ ューージーラン ドの三国共同で実施して
いる.こ れまでの5年 間に蓄積 されたデ ータか ら,エ レバス




知るため に.詳 しい山休構造をも とめる目的で,1984年
11-12月 に人工地震観測を実施 した.発 破 は山体北西側
の山頂か ら3km程 離 れたファング氷河末端で,7回 の予備
実験(う ち3回 のデータは解析に使用)を したあ と.図1の
星印の3点 で合計4回 行 なった.
火薬は西端の実験で は海中で,山 体ではクレバスを利用 し
たり,氷 に孔をあけ たりして,装 填した.薬 量 は100～
1000kg,発 破時刻はシ ョッ トマークを近 くの観測点の
記録に重ねて記録 した.観 測点は既存 のテレメ ータ ー観測点
の10点 に加 え,7点 の臨時観測点 を設置 した.臨 時観測点
は地震計と亜鉛燃料電池で駆動する時計内臓のデ一夕 レニコー
ダからなり.時 計はそれぞれ独立であるため.観 測開始 の前,




7.　Okm/sの 値が得られた.ま た,山 体直Fに あると推
定されている マグ マ溜りを通過 した波は,到 達時刻 が仮定 し
たモデルの走時よ り遅くなることが分 り.存 在の可能性が高
くなった.図2は[1ス 島 の西端で実施された爆破 の結果で,




ロ ス 島 の 重 力 測 定































1985-1986年 の シ ー ズ ン の








にエ レバス山頂付近の5000分 の1が 仮発行
(コ ピー)さ れた.観 測点の位置はこれ らの地
図で決定し,高 さは持参の気圧 高度計で測定 し




決めたり,三 角測量を実施 したりした.こ のよ
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また,い くつかの点で は,繰 り








ロス島の場合 には,特 に,高 さの







大きくな っている.こ れ はマクマ
ードサウ ンド地域全休の重力異常
とも調和的である.
図2.1983--1984年 に 測 定 した 重力 フ リ ーエ ア異常
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Recent Volcanic Activity of Mount Erebus
P.R. Kyle (Dep. of Geoscience, New Mexico Inst. of Mining and Tech., New Mexico, 
              U. S. A.)
     Mount Erebus has been in a continuous eruptive phase since 1972, when a small 
anorthoclase phonolite lava lake was discovered. From 1972 until about 1976, the 
lava lake expanded to a semicircle about 60 m in diameter. There was little 
change until 13 September, 1984, when a significant increase in activity occurred. 
     Eruptions in late 1984 were the largest this decade and probably the largest 
since those reported by Ross when he discovered and named the volcano in 1841. 
During September and October, 1984, bombs averaging 2 m in length were dispersed 
radially around the crater rim, reaching 1.2 km (horizontally) from the Inner 
Crater. 
     Inspection of Mt. Erebus in October, November, and December, 1984, showed the 
lava lake was gone. There were large changes in the Inner Crater, with the floor 
being elevated by about 50 m. 
     In December, 1985, a new lava lake 15 m in diameter had formed. It was 
situated at a similar site and level to the former lava lake. Apparently the 
Inner Crater was partly filled by ejecta in late 1984 and this buried the lava 
lake. Eruptions during 1985 ejected some of this old material and exposed the top 
of the underlying magma column. 
     A model is proposed to account for the late 1984 eruptions. A new batch of 
volatile-rich anorthoclase phonolite magma was injected at depth into the magma 
chamber. This magma moved slowly by convection until it neared the surface of the 
lava lake. Because of the higher volatile content, it started vesiculating at a 
greater depth, with a resulting increase in eruption size. By late December, 
1984, most of this volatile-rich magma was either erupted out or was mixed into 
the older degassed magma.
 -22--
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Volcanic Geology of Mt. Erebus, RossI land, Antarctica
J.A. Moore and P.R. Kyle (Dep. of Geoscience, New 
                               Tech., New Mexico, U. S
Mexico 
.  A.)
Inst . of Mining and
     Mt. Erebus is an active volcano located on Ross Island, Antarctica, in an 
intraplate extensional tectonic setting. Most of the lavas are strongly 
undersaturated and sodic, forming a continuous differentiation lineage consisting 
of basanite, Ne-hawaiite, Ne-mugearite, Ne-benmoreite, and anorthoclase phonolite. 
These lavas are termed the Erebus lineage (EL) and are predominantly coarsely 
porphyritic with a similar phenocryst assemblage consisting of olivine, 
clinopyroxene, opaque oxides, feldspar, apatite and rare feldspathoids. The major 
rock type comprising Mt. Erebus is anorthoclase phonolite. 
     EL lavas are distinctly different from the lavas of the three predominantly 
basanite volcanic centers which radially surround Mt. Erebus (DVDP lineage; Kyle, 
 1981), and must have a different petrogenesis. Very minor volumes of less 
undersaturated benmoreite, kaersutite phonolite, and trachyte qccur on Mt. Erebus 
and must also have evolved independently of the EL.
-23-
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METASOMATISM　 &　METASOMATIC　 PROCESS
caused　 by　basanite　 magma-xenolith　 reactions
=====ヨ======
CASE　 1)　 Vein　 minerals　 with　 quenched　 glass
★91ass十phl　 +　ol　 veins
　 　 　★　91ass+　 kaer　 veins




CASE　 3)　Equilibrated　 ultramafic　 xenoliths
　　 　 ★　ph1　-　lherzolite
　 　 ★parg-1herzolite
　　 　 ★　kaer　 -　clinopyroxenite
　　 　 ★　ph1　 -　01.clinopyroxenite
ph1:　 phlogopite,　 01:　 01ivinei　 kaer:　 kaersutite.
Tipx:　 Ti-augite,　 perov:　 perovskite,　 sp:　 spine1,
ap:　 apatite
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Microstructure and Phase Transition in the Mt. Erebus Anorthoclase
                             T. Tagai, H.  Tak 
                     Mineral. Inst.,  Univ of
 *D
ep. of Geoscience, New Mexico Inst 
Introduction  
Almost all the natural feldspars ever 
found can be described in terms of the 
three end components Or (K-feldspar), Ab 
(Na-feldspar) and An (Ca-feldspar). In 
this ternary system, two solid solutions 
are well known as alkali feldspar (Or-
Ab) and plagioclase (An-Ab). In the 
series, however,the third components, Ca 
and K respectively, are usually present 
in small amounts or entirely lacking. 
Only few ternary feldspars have been 
known as Ca-rich anorthoclase. The anor-
thoclase from Mt.Erebus is the typical 
calcic anorthoclase. In this work, the 
microstructure and phase transition of 
the Mt. Erebus anorthoclase were studied 
by means of high temperature X-ray dif-
fraction, XMA and analytical TEM. 
Sample Description  
The anorthoclase samples used in the 
present study were collected just after 
the eruption  (14. Dec.  1983) by one of 
the authors (P.R.K.). The anorthoclase 
crystals were embedded in the porous 
glass and the maximum size of the crys-
tals is about 3 cm. Almost all the 
crystals are macroscopically twinned by 
the Carlsbad-law and are microscopically 
twinned by albite-pericline-law (cross-
hatched twinning). 
Chemical Composition  
The chemical composition of the Mt. 
Erebus anorthoclase was determined by 
XMA. The anorthoclase is chemically very 
homogeneous over the entire area of the 
crystal, which was confirmed by the 
back-scattered electron images. 
The averaged chemical composition is 
 Or19Ab63An18• 
 High Temperature X-ray Experiments
 Takeda and P. R. Kyle* 
 . of  Tokyo,  Hongo,  Tokyo, 
Inst. of Mining and Tech.
The crystal was enclosed in an evacuated 
SiO2 glass capillary and heated on the X-
ray camera. The diffraction photographs
,  Hongo,  Tokyo, Japan 
of Mining and Tech., New Mexico, USA 
were taken up to 950°C at an interval of 
50°C with every 2 hours exposure. At 
room temperature, the Mt. Erebus anortho-
clase is triclinic and shows the diffrac-
tion pattern due to the cross-hatched 
twinning. At increasing temperature, the 
angle  V*, which can be an indicator of 
the deviation from monoclinic symmetry, 
became constantly smaller and at 750°C, 
the crystal was metrically monoclinic. 
When the crystal was cooled to room tem-
perature, it was again triclinic and 
formed cross-hatched twinning. 
TEM Observation  
The specimen of Mt. Erebus showed not 
only microscopically but also submicro-
scopically twinned according to albite-
pericline-law. The chemical homogeneity 
was also confirmed by analytical TEM in 
the submicroscopic scale. 
Glass  
The chemical homogeneity of glass was 
investigated by XMA using the back-scat-
tered electron images. Two chemically 
different domains of variable scale and 
irregular shape were found to be distri-
buted in the glass specimen. the one 
phase is rich in Fe, Mg and K and the 
other phase is rich in Si and Ca which 
shows nearly same chemical composition 
with that of the anorthoclase. The tran-
sition temperature from glass to liquid 
was measured to be 1050°C. 
Seismic Observation (by Kienle et al.,
 1983) 
In the Mt. Erebus region, the two 
principal distributions of hypocenters 
were  observed. the first one is located 
centrally beneath the summit crater of 
Mt. Erebus and had a verticall pipe-like 
distribution extending from sea level to 
the  summit. the second one is located 
centrally beneath the main volcanic 
structure of Mt. Erebus and the  hypocen-
-25-
tral depth is extending from sea level 
to 12-15 km. 
Discussion  
Judging from the size of the anortho-
clase crystals and its chemical homoge-
neity the anorthoclase has taken consi-
derably long time to grow in magma. The 
seismic observations indicate that the 
magma where the crystal grew was located 
at the depth of about 15 km under sea 
level. If the average density of the 
rocks constructing the earth crust is 
supposed to be 2.8 g/cm3, the pressure 
in the depth of 15 km is calculated to 
be about 4 kb. It can be concluded that 
the anorthoclase of Mt. Erebus grew in 
good equilibrium condition with two 
phase melt at about 1100°C and 4 kb. At 
these temperature and pressure, the 
anorthoclase was in the one phase region 
of feldspar and the crystal had the 
monoclinic symmetry. Then, magam inclu-
ding anorthoclase, melt and volatile 
components went rapidly from the depth 
to the summit of Mt. Erebus and the 
rapid cooling and rapid release of pres-
sure were encountered in the course of 
the eruption. The anorthoclase was 
cooled rapidly enough not to be unmixed 
to two phases and only the  monoclinic-
triclinic phase transition took place. 
The transition temperature was expected 
to be about 750°C from the results of 
the present high temperature experiment. 
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南 極 南 シ エ ッ トラ ン ド諸 島 と北 海 道 利 尻 島 の 第 四 紀
火 山 岩 の 地 球 化 学 的 類 似 性
勝井 義雄 ・池 田保 夫(北 大 理学 部)・ 倉 沢 一(地 質 調査 所)
島 弧 で は,時 空 的 に 近 い 時 代 ・場 所 で,島 弧
型 と は や 、 異 な る 火 山 岩 が 出 現 す る こ と が あ る.
南 極 の 南 シ ェ ッ ト ラ ン ド諸 島 や 北 海 道 の 利 尻 島
の 第 四 紀 火 山 岩 な ど は,そ の 典 型 例 で あ る.両
者 は と も に 島 弧 火 山 岩 と ち が っ て,む し ろ 海 洋
域 の も の に 近 縁 し た 性 質 を 示 す.以 下,こ れ ら
の 火 山 岩 の 性 質 と 時 空 的 関 係 を 考 察 す る .
南 極 半 島 の 北 西 側 に 配 列 す る 南 シ ェ ッ トラ ン
ド諸 島 の　Robert島 やKing　 Ge`)rge島 の 新 第 三 紀
(Miocene)の 火 山 岩 は.玄 武 岩 ～ 安 山 岩 か ら な
り ・ こ れ ら はN・20/k20・2.0～5.6で,　TiO2に
乏 し く,島 頭 型 火 山 岩 の 性 質 を 示 す(Figs.　 1
and2).
一 方 .同 じ 南 シ ェ ッ ト ラ ン ド 諸 島 で もDecep-
tion,　 Pengin,　 Bridgeman,　 Brabant島 な と の 第
四 紀 火 山 岩 は,か ん ら ん 石 玄 武 岩(一 部 僅 か に
Ne-norrnat,ive)　 ～ デ イ サ イ ト か ら な り,こ れ ら
はNa20/K20=4.0～8.6で,著 し く　 Naに 富 み,
kに 乏 し く.か つ　 TiO2に 富 む.こ れ ら の 性 質 は,
上 記 の 島 弧 型 火 山 岩 と は 区 別 さ れ る(Figs.　 1
and2).(以 上　 Gon2ale2-Ferran　and　 Katsui
.1970の デ ー タ に よ る)　 .　Weaver　 et　 al.　 (197
9)は,こ れ ら の 第 四 紀 火 山 岩 類 の 主 成 分.微 量
成 分 お よ びSr同 位 体 比 が,島 に よ っ て 多 少 相 異
す る も の の.こ れ ら を　 Bransfield　 Strait　 の 開
口 に 伴 う 火 山 岩 類 と し て 注 目 し た.
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Fi9・　1　 K20　 vs・　Na20　 diagram　 for　 the
　 　Late　 Cenozoic　 r℃cks　 from　 South
　　Shetland　 Islands.　 Data　 from
　　Gonzalez-Ferran　 and　 Katsui
(1970).
以 上,南 シ ェ ッ ト ラ ン ド 諸 島 に お け る 新 生 代
後 期 の 火 山 活 動 は,初 め に.　 D　 Drake海 峡 の 開
口 とsubduction　 (29～4　 Ma,　 Barker　 and　 Burre
l1.1977)に 伴 う 島 弧 型 火 山 岩 頚 の 噴 出 が あ り.
次 い で.　 2)Bransfield　 Strait　 の 開 ロ ー　back-
arc　 spreadmg　 (2　 Ma～ 現 在,　 Ashroft,
1972:　 Barker　 and　 Griffiths,　 1972)に 伴 い 海 洋
型 と 島 頭 型 の 中 間 的 な 火 山 岩 の 噴 出 が お こ っ た,
と 理 解 さ れ る.
Fig・　2　 TiO2　 vs・　FeO★/MgO　 diagram
　　for　 the　 Late　 Cenozoic　 rocks
(SiO2・60%)f・ ・mS・ ・th
　　Shetland　 Islands.　 Data　 source
　　same　 as　 Fig.　 1.
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北 海 道 北 部 の 日 本 海 に 浮 か ぶ 利 尻 島 の 第 四 紀
火 山 岩 は,か ん ら ん 岩 玄 武 岩 ～ 安 山 岩 か ら な る.
利 尻 島 は 渡 島 大 島　(Yamamoto,　 1984)　 と と も に
内 弧 側 の 日 本 海 の 火 山 島 で あ り.と も に ア ル カ
リ か ん ら ん 石 玄 武 岩 を 産 す る な ど の 共 通 性 を 有
す る.し か し,利 尻 島 の 火 山 岩 は 渡 島 大 島 の よ
う な 島 弧 型 火 山 岩 と は 性 質 を 異 に す る.
利 尻 島 の 火 山 岩 は,千 島 弧 の 阿 寒 一 知 床 火 山
列,大 雪 一 十 勝 火 山 列,暑 寒 別 火 山 群 な ど の 火
山 岩 に 比 べ,ア ル カ リに 富 む が.特 に 著 し くNa
に 富 み,Kに 乏 し く,島 弧 一 海 溝 系 の 内 弧 側 ほ ど
kに 富 む と い う 規 則 性 か ら 外 れ て い る(Fig.3).
ま たTiO2に 富 む こ と も 著 し い 特 徴 で あ る
(Fig.4).(以 上Katsui,1953;松 井 他,1967;
Katsui　 et　al.,　 1978　 な ど の デ ー タ に よ る)
利 尻 島 の 火 山 岩 は 玄 武 岩 と 安 山 岩 で や 、 性 質
を 異 に す る が.CeN/YbN=2.7～3.9,Na20/K2
0=3.4～7.6,87Sr/86Srニ0.70306～0.70345
(Fig.5)で,こ れ ら の 値 は　 Deception　 島 火 山 岩
のCeN/YbNニ1・9～2・9,Na20/KOニ4・4～14・5・
87Sr/86Srニ0.70336-0.70347(Weavereta1.
1979)に 類 似 し て い る.野 津 ・小 林(1985)が指
摘 し て い る よ う に,利 尻 島 は 海 溝 か ら 遠 い 位 置
に あ り,　 Wadati-Benioff　 帯 の 深 さ が300krn以
上 に 達 し,　 Sr同 位 体 比 が 低 く,こ こ で はsub-
dtＬct,ing　 lithosphere　 カ)ら の 物 質 の 寄 与 は あ ま
り 期 待 さ れ な い.利 尻 島 の 火 山 岩 は,恐 ら く
back-arc　 に お け る 何 等 か の 変 動 に 伴 う マ ン ト































Fig・　3　 K20　 vs・　Na20　 diagram　 for　 the
　 Quaternary　 rocks　 from　 Hokkaido.
　　Data　 from　 Katsui　 (1953),　 Matsui
　　et　a1.　 (1967),　 Katsui　 et　 a1.
(1978)andYamamoto(1984)
Fig・　4　 TiO2　 vs・　F・0★/MgO　 diag・a・ 　f・・　the
　 Quaternary　 ・・ck・　(SiO2　 ・60　 %)　 f・・m
　　Hokkaido.　 Data　 source　 same　 as　 Fig.　 3.
8687　　　　　　　　　　S「　ratios　of　the　 quater_　 　 　 　 Sr/Fig.　5
　　nary　 volcanic　 rocks　 from　 the　 Kurile
　　arc　 in　Hokkaido.　 The　 ratios　 plotted
　　against　 the　 distance　 from　 the　 trench
　　axis.　 The　 Sr　 isotope　 ratios　 were
　 　newly　 determined　 by　 H.　Kurasawa.
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The McMurdo Volcanic Group, Antarctica: A Petrologic Overview
P.R. Kyle (Dep. of Geoscience, New Mexico Inst. of Mining and Tech., New Mexico, 
               U. S. A.) 
      The McMurdo Volcanic Group comprises all Late Cenozoic volcanic rocks in 
Victoria Land and islands in the western Ross Sea embayment. It has arbritarily 
been divided into three major volcanic provinces: Hallett, Melbourne and Erebus. 
Each volcanic province has its own petrologic and geochemical characteristics 
which may in part be controlled by the tectonic setting of the province. Overall 
the McMurdo Volcanic Group is situated on or adjacent to the Transantarctic 
Mountains, at sites marked by major crustal structures. The rocks are almost all 
alkalic in nature and span a wide compositional range from basanite and alkali 
basalts to trachyte, phonolite, quartz trachyte and peralkaline varieties such as 
comendite. In several areas which have been examined in detail the lavas have 
been shown to define evolutionary trends or lava lineages. K/Ar age 
determinations range up to about 19 Ma. 
      Recent field work in the Hallett volcanic province (McIntosh et al., 1985, 
1986) has shown that many of the rocks were erupted under subaerial conditions and 
have been hydrothermally altered to varying degrees. In general they are not 
hyaloclastites as previously described by Hamilton (1972). Whole rock analyses 
shown a scatter in variation diagrams, due to alteration, but shown trends from 
alkali basalt/basanite to trachyte and phonolite. A number of lava lineages are 
apparently represented by the rocks. 
      Several new studies have been conducted in the Melbourne volcanic province, 
particularly at Mt. Melbourne (Worner and Viereck, 1986, in press; Worner et al., 
in press), and at Mt. Overlord (Noll et al., in prep.). A wide range of lavas 
were erupted form Mt. Melbourne and vicinity and are subdivided into three 
petrologic lineages. The lava lineage's consist of 1) quartz normative 
trachyandesites and trachytes; 2) to mildly undersaturated sodic alkali basalts 
and trachybasalts; and 3) strongly undersaturated basanites and  Ne-mugearites. 
Seven million year old Mt. Overlord is composed predominantly of intermediate and 
salic alkalic compositions which define a strongly undersaturated suite (basanite 
to phonolite) and weakly undersaturated suite (alkali basalt, hawaiite, 
mugearites, benmoreites, trachyte and  comendite). Two similar petrologic lineages 
are found at The Pleiades, one of the youngest eruptive centres in the province. 
     The Erebus volcanic province is situated at the southern end of the Victoria 
Land basin, a major graben structure in the western Ross Sea. Volcanism has 
occurred in areas radially surrounding Mt. Discovery and Mt. Erebus and at a few 
other localities. With some minor exceptions, most of the younger rocks  (<10 
m.y.) are strongly undersaturated consisting of basanite to phonolites. The older 
lavas (10 to 19 m.y.) are predominately trachytic. Detailed investigations on 
Ross Island have recognized two major lava lineages. The DVDP lineage was defined 
from samples in the Dry Valley Drilling Project holes 1, 2 and 3 at Hut Point 
Peninsula, where kaersutite is a common phase in the intermediate and phonolitic 
rocks. Erebus lineage lavas are confined mainly to Mt. Erebus and vicinity, and 
are characterized by feldspar-phyric lavas. These rocks evolved without the 
presence of kaersutite. Ross Island and particularily Mt. Erebus may represent 
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寒 冷 乾 燥 地 域 の 風 化 現 象
南 極 と パ ミ ー ル 高 原 の 事 例
松岡慧知(極 地研)
1986年5月 にパ ミ ール 高原 東 部 ・コ ン グ ール 山 周辺(75°E,38°N,標 高4000-5000m),1986年1月～2
月 に 南極 ・セ ール ロン ダ ー ネ山 地 と,2つ の 寒 冷 乾燥 地 域 で岩 石 の 風 化 に関 す る調 査 を お こな った.両 地
域 に共 通 して み られ た風 化 現 象 と,そ の形 成 に 関与 した と考 え られ る風 化 作 用 の種 類 に つ いて 報 告 す る.
年 平 均気 温 は,前 者 で 一5～-10℃,後 者 で 約 一20℃ で あ る.
1.コ ン グ ール 山 で は春 ・秋 に,セ ール ロ ン ダ ー ネ山地 で は 夏 に,岩 石 表面 で 頻 繁 に凍 結 ・融解 が 繰 り
返 さ れ る.モ レーン 上 で間 欠 的 な流 水 の あ る とこ ろ(コ ン グ ール 山)や 飛 雪 の供 給 が 著 しい卓 越 風向 に面
した岩 壁(セ ール ロ ン ダー ネ 山地)な ど水 分 の 豊富 な 場 所 で は,凍 結 風 化 の 生産 物 と思 われ る角礫 や 偏 平
礫 の堆 積 が 認め られ た.
2.調 査 地域 の 大 部分 は乾燥 した 岩壁 また は モ レ ーン 原 で あ る.こ こで は,1)タ フ ォ ニや 蜂 の巣 状 構 造
の発 達,2)岩 石 の 細粒 化,3)岩 石 の 変色(黄 ま たは 茶 色)な どの風 化 現 象 が広 く観察 され た.風 化 岩 石 の
表 面 や,風 化物 質 の 中 に は,し ば しば　Gypsum　 (CaSO4　・　2H20)　 を は じめ とす る塩 類 が含 まれ て い る(表1)
の で,風 化 作 用 と して,塩 類風 化 が 重要 視 さ れ る.
3.地 表 での 露 出 時間 が 非常 に長 い と推 定 さ れ る,岩 石 の 風 化物 の 一 部 に は,粘 土 鉱 物　(Kaolinite　 な
ど)が 含 まれ る(表1)の で,化 学 的風 化 の影 響 も 無視 で きな い.し か し,セ ール ロ ンダ ー ネ山 地 の例 で
は,氷 河堆 積 物 の細 粒 部 に は ほ とん ど粘 土 鉱物 が 認 め られ な い ので,そ の堆 積 後 の化 学 的 風化 の 進 行 は遅
い とい え る.
4.両 地 域 の 氷河 堆 積物 の 風 化程 度 を 比較 す ると,全 般 的 に コ ング ール 山の 方 が タ フ ォニ や　desert





















































































































PM:　Sample　 from　 Pamir　 AR:　Sample　 from　Antarctica
q:　Quartz　 F:　Feldspar　 M:　Mica　A:　Amphibole　 C:　Calcite　 D:　Dolomite　 J:　Jarosite　 S:　Sillimanite
G:　Gypsum　 N:　Nitratite　 E:　Epsomite　 T:　Ｔhenardite　 K:　Kaolinite　 V:　Vermiculite　 I:　Illite
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セ ー ル ・ ロ ン ダ ー ネ 山 地 に お け る 現 在 の
地 形 変 化 に つ い て(第 一 報)
松岡慧知・森脇喜一(極 地研)・ 岩田修二(都 立大)
26次 に プ ラ ッ ト二 一バ ネに設 置 した 岩壁 風 化 実 験地 に加 え て,27次 で は,現 在 の地 形 変 化 を測 定 す る た
め の実 験 地 を,新 た に四 ケ所 設 置 した.測 定 は,数 年 間 継続 す る予 定 で あ る.測 定 項 目と,こ れ ま で に得
られ た結 果 につ い て報 告 す る.
各 測定 項 目を 表1に 示 す.岩 壁 の 風化 量 は,1)地 上 写 真 測量 に よる 岩壁 の 形態 変 化,2)ペ ン キ途布 面 積
の 変化,3)金 網 に トラ ップ され る落 石量 に よ って調 べ た.凍 上 量 は,永 久 凍 土中 に固 定 され た鉄 製 フ レー
ム と地 表 面 に の せ た アル ミ棒 との 相 対的 変 位 と して表 わ さ れ る.毎 日 の凍 上 一沈 下 量 お よび 年 間 最大 凍 上
量 を(一 部 自 記装 置 に よ っ て)測 定 した.斜 面 物 質 移 動量 は,地 中 に埋 め込 ん だ ヒズ ミ計 に よ る ヒズ ミの
測 定値 か ら,深 さ方 向 の物 質 移 動 プ ロ フ ァ イル と して 算 出 し た.ま た,径 約5mの 多 角形 土 の境 界 部 に 発
達 す る収 縮割 れ 目の 成 長量 を調 べ る ため に,割 れ 目を は さむ 両 側 に 目印 を つ く り,そ の 間 隔 を測 定 した.
以上 の 地 形変 化 量 に 影響 を与 え る要 因 と して,岩 壁温 度 ・地 温,岩 石 ま た は堆 積物 の 含 水量,岩 石 物性
(硬 度 ・P波 速 度)ま た は土
質(粒 径 分 布)の 測 定 をお こ 表1実 験地での測定項目
な った.26次 に 設置 し た4台
の温 度 計 の うち,2台 の通 年
記録 が得 られ た.岩 壁 温度 の
記 録(図1)よ り,夏 期 を中
心 に,相 当数 の 凍 結 一融 解 の
繰 り返 しが生 じて い る こ とが
わ か った.ま た,モ レー ン上
で 測定 した 地温 プ ロ ファ イル
か ら,活 動 層(融 解 層)の 厚
さ は最 大20cm程 度 で あ る と推
定 され る(図2).
実験地番号 露 岩
測 定 項 目
岩壁風化量 凍上量 斜面物質移動量 収縮割れ目成長量 岩壁温度 ・地温
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岩田修二(老Mk)・ 鈴木平三(国 土地理院)・ 白石和行 ・佐野艦史(極 挺研)
huahnは 、第26:嫡 極地域観測隊夏隣 に参 の刺 繍 瞳 ヒして急な岩壁力悔 紛 る場合
如 して,セ ールロ ンダ'一ネ山 地面部ぜ地学調 がタタい.
査勧 こな.た.物 熊9ほ 陣 して余SF.面
畑 多につ収 糊 す る・ とりあフカ＼満 囲 は、くhU・ 謙 れ たOtf・　B。吻r・ 融 醜 の
Gunnestad氷 河 の西側 の山塊:　Wid　er　b'e山ノth)。Pで は次の ことがh6、 。t::
V・ngen・　Vllli・ghasda,　Tan・ea・d・n、　Otr・　1)　庚 泳 肋+{・d・1。P・の斜 面吋 向や酬
8・rchg・evi・la山である.　 IZIt、基盤 岩の静聴 ヒよ ぐ一致 して 、、る.し
かもノこの斜 面 と一致 した節理の方向'傾 斜
この地域の斜面地形分布図 を現地での観察 と は,こ の挺域 の世笥構造 とほぼ一致 してt、る.
空中{写真判読 によっマ作成 した.こ の分布図2)ま た,こ の斜 面の縦断面形 ヒ.重 力測定
では惹1の ように斜面をi三分 した.に よって得 られたラki5庵下の斜 面形(基 盤 の
酬 ズ)と はスムース につ なが らな し、ようごあ


























この よ うな余4面が 苓さ産 す3た め にほ 二
この斜 面 の分 布図 の中で注 目す べき こヒは,1))1〈 河 か ら解 放 され てか らの8葦間 が †分11
周 ラk河'}±の斜 面 に属 す るSm。 。楠debris－ 長 しに と.
hrantled　 Slopeと 七αlus　 slOpeの 分・布が この2)上 部 の亀屋.で凍結 作 用 に 。tる治片 の剥 離
提 域 でた い こと であ る.　Wider6e山 ・Tann－ が お こるこ ヒ.
9・rdeA・0廿 ・B。 ・chg・e・1・舳 の北側 斜 面3)Deb・ 汰　ma・ 亡1・dsl。μ で のY6Kの 働 量
な どに広 く分 布 す る.こ れ に対 しZ,ラ1く 食 崖t,S4面 下端 か らの岩 片つ 除 撞 ヒD・'12ぼつ
や氷食 急斜 面 ぽ、南 向き斜 面 や.山 塊 棄西端 リあ っZい5こ ヒ 、
の アウ トしッ ト氷i51の 側壁,山 塊 止 観の交尾、4)基 盤 の構 造 が適 当 で'羽1こ と,が 桝 響で
オ艮'やヌナ タ ・ソクにタタ〈・分・卒 す る.あ る。
S幽・・th　deb・is-mavaMed　 sl。peは,3・ °前倒 七－t・Dン ダーネ岨 碑 で こ・>　at>tac・rd4　dn
直系舳 嫌 断続 毛つ禰 な緬 で,墓 齢 の縫 がよ いの」ま,上 きεのasl:ヒ 〈に り,
の うt乙|こほ角礫 がの っマ い5が,旨 の厚 さぽ4)が 満 足 さ似 てい さか らて'あ3う.
O舵boulder協 忙kガ ら,厚 くて{ilha以
内5鍍 で あ ろう.こ44に 対 してtalqs　 sl。pe
で ぽdebr}sの1豪 さ はtう 苛 二 し厚 し1ヒ考 え ら




森脇喜一,松 岡室知(極 地研)・岩田修二r都 」≧丈)
セ ー ル ・口>9"一 ネZムreの 、現 在 の 永 原 ノ萎 面 τ!20〃 ヌ ブ 砥 ア)、〃2ぐ28Pへ320nt,メ 乙?・・/40Mヨ
よ 小高`、 位 置b令 弟 う8乞 し 一 ン の う ち の 窃z'tA,T).H3(38Dmt,fez・/90Mgτ・f4'F).梅
3ten眉 ・ ラ嫉 沙・脇 立 乙rethtPK珂h－ よ ・(9toM+)'・E分7・SA-.ご弼 ・a.　eth　 f-
7瞭 靹 臼 ⑦?h・¥th9か 参議 戸りに棘 　ti・m向・嚇 変熱、書言恥 遠 い.紬 形態
峻 駆 知 い とtugee　・,・乙6・し.　thte　e夕 晴 帰,で 、碑 躰'捜 。た碍 κ'鳴 龍
断 弓昌 大 きrJ'ラk河 た面 弓3山 地 斜 面t=fa・2th　 ti・たt4、7'」 ～る。 ここτφ話果 から、セ ー'レ
龍L－ ンa・ 南極 末末 瞳 勧 と直崇 寸応 可 ・ンプー?d、t{rτig.　*fiのZh　 3.ra丈 期 ク・蜴
3水 師 よ・ τ形 加 糖 勧 ご鯨 の豪勢 靹 ・・の廟 砂Z」 ・〈ど17つ 昧 鯖 退 碑
説 録 しち勃 とbl・d'?th9・ 」韻 幅3・ け禰 幽 の時κδ・・ゐ た と屍 弓
」4腔 ・27ご バード 永珂 酵 のど'Lカ!:・iN"ILケ「tL　th3。
¢ン雌 蝶 細 孔 一ン鍋 顧 み 境1い 潤 え 西 分 巧 ヰ ラ〉　1・　Z'・af　MeEの ε レ ン
糠 にδ る酬!細 作 叡 と安 中写真 判読 傷よ リ、 五分 かs3回 の氷期 が提 唱 さthZ↓13が 、セ
TL－ ン の区分 ζ執鴻 た。 一'レ ロン9"一 ネ ム地 西部 のハ'レゲ レ ーベス家
老ハ節 黒 モし一〉 は 下位 のtのJS5,　 L　 河 両岸 に 乞 ここ と同豪 のZEレ ンがあ ソ,調





セ ー ル ・ ロ ン ダ ー ネ 山 地 中 央 部 の 地 質
小 島 秀 康(極 地 研)・ 石 塚 英 男(高 知 大 ・理)
演 者 ら は 、 第27次 南 極 地 域 観 測 隊 、 セ ー
ル ロ ン ダ ー ネ 地 学 調 査 隊 に 参 加 し 、 地 質 調 査
を お こ な っ た 。 調 査 隊 は 、 地 理2、 地 質2、 測
量1、 設 営3の 編 成 で 、 調 査 期 間 は1986年1月5
日 に あ す か 観 測 拠 点 を 出 発 して2月6日 に 帰 着
す る ま で 、33日 に 渡 っ た 。 ま た 調 査 地 域 は セ
ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 中 央 部 の お よ そ60Km×60
Kmの 範 囲 で あ っ た 。
山 地 中 央 部 は 、 種 々 の 変 成 岩 、 深 成 岩 よ り
構 成 さ れ て い る 。 変 成 岩 は 主 に 黒 雲 母 片 麻 岩 、
ざ く ろ 石 黒 雲 母 片 麻 岩 、 角 閃 石 黒 雲 母 片 麻 岩
で あ る 。 黒 雲 母 片 麻 岩 は 、 ア ウ ス トカ ン パ ー
ネ 南 部 、 及 び メ ニ パ 、 シ ー メ ン セ ン トッ ペ ン
に 広 く分 布 す る 。 角 閃 石 黒 雲 母 片 麻 岩 は 、 メ
フ ィ エ ル 、 ビ ル ガ ビ ル ゲ ル セ ン で 非 常 に 優 勢
で あ る 。 ざ く ろ石 黒 雲 母 片 麻 岩 は 、 数10crn～
数mの 層 厚 で 黒 雲 母 片 麻 岩 に 伴 わ れ る の が 一
般 的 で あ り 、 し た が っ て 黒 雲 母 片 麻 岩 の 乏 し
い メ フ ィ エ ル 、 ビ ル ガ ビ ル ゲ ル セ ン で は 、 前
地 域 で1ヵ 所,後 地 域 で3ヵ 所 確 認 さ れ た の
み で あ る 。 ま た 、 ざ く ろ 石 黒 雲 母 片 麻 岩 は 、
ア ウ ス トカ ン パ ー ネ 北 部 に 多 く分 布 し 、 ま た
こ の 地 域 で は 珪 線 石 を 伴 うの が 普 通 で あ る 。
こ れ ら の 片 麻 岩 類 に 伴 わ れ て 、 数10cmか ら
数mの 層 厚 で 、 角 閃 岩 、 石 灰 質 着 類 が 分 布 す
る 。 石 灰 質 着 類 に は 大 理 石 、 角 閃 石 輝 石 岩 、
か ん ら ん 岩 、 ざ く ろ石 岩 な ど が あ る 。
ア ウ ス トカ ン パ ー ネ 中 央 部 、 メ ハ ウ ゲ ン 、
七 一 ル ハ ウ ゲ ン 、 グ ン ナ イ ザ ク セ ン で は 、 上
記 の 変 成 岩 類 が 、 ミ グ マ タ イ ト化 さ れ て い る 。
こ れ ら の 変 成 岩 頚 は 、 ア ウ ス トカ ン パ ー ネ
の 北 部 で は 、 一 般 に 東 西 走 行 で 、 南 傾 斜 で あ
る が 、 山 地 中 央 部 の 中 部 か ら 南 部 に か け て は 、
南 北 走 向 が 卓 越 し て い る 。 ま た 、 ア ウ ス トカ
ン パ ー ネ 南 部 、 メ ニ パ に は 、 軸 方 向 が 東 西 で 、
数Krn～10数Krn周 期 の 向 斜 が 見 ら れ 、 メ フ ィ エ
ル 、 ビ ル ガ ビ ル ゲ ル セ ン 、 グ ン ナ イザ ク セ ン
で は 、 北 北 西 一 南 南 東 方 向 で 、 や は り 周 期 が
数Kraな い し10数Kmの 摺 曲 が 見 ら れ る。 北 部 と
南 部 の こ れ ら の 構 造 の ち が い か ら 、 各 山 塊 ご
と の ブ ロ ッ ク 運 動 あ る い は 、 重 複 し た 構 造 運
動 が 予 想 さ れ る 。
変 成 岩 類 に 貫 入 す る 深 成 岩 に は 、 花 嵩 岩 、
閃 緑 岩 、 は ん れ い 岩 、 ペ グ マ タ イ ト岩 脈 、 ド
レ ラ イ トな ど が あ る 。 花 街 岩 は 、 調 査 域 全 体
に 分 布 す る が 、 特 に メ フ ィ エ ル 東 部 、 ビ ル ガ
ビル ゲ ル セ ン 東 部 で は 大 き な 岩 体 を 成 す 。 閃
緑 岩 は 、 ア ウ ス トカ ン パ ー ネ 北 部 、 及 び ビ ル
ガ ビ ル ゲ ル セ ン 東 部 に 見 ら れ る 。 ま た は ん れ
い 岩 は 、 セ ー ル ハ ウ ゲ ン に 独 立 し た 岩 体 と し
て 認 め ら れ る 。 ペ グ マ タ イ ト は 、 全 域 で 見 ら
れ る が 、 トー ル ネ で は ざ く ろ 石 が 含 ま れ る 。
ド レ ラ イ トは 、 調 査 域 の 北 部 で 認 め ら れ た 。
以 上 の よ うな 中 央 部 の 地 質 を 西 部 地 域(小
嶋 他 、1985)と 比 較 し て み る と 、次 の3
点 で 西 部 地 域 と 大 き く 異 な っ て い る 。
1、 西 部 地 域 の 南 部 に 分 布 す る ニ ル ス ラ ル
セ ン グ ル ー ブ が 、 中 央 部 に は 続 か な い 。
2、 西 部 域 で は 、 東 西 性 の 構 造 が 卓 越 す る
の に 対 し 調 査 域 の 南 部 で は 南 北 の 構 造
が 優 勢 で あ る 。




先山 徹(極 地研) 高橋裕平(地 質調査所)
東 南 極 地域 にお い て500Ma前 後 を ピ ー クに,広
範 な花 商 岩頚 の 活 動 が あ っ た こ とが知 られ て い る。
し か し,こ れ まで これ らの 花 南岩 類 につ い ての 詳
細な 岩 石 学 的検 討 が な され た例 は少 な い。 これ ら
の深 成 活 動の 様 式 や マ グ マの 性質 及 び そ の 成因 を
明 ら かに して い く こと は,重 要 な 課題 で あ る。演
者 らは セ ール ・ロ ンダ ー ネ山 地西 部 地 域 に お い て
JARE25(白 石.1984),IARE26(小 嶋 ・白石,1985)
に よ り採集 され た 深 成岩 類 に つ いて,岩 石記 載 を
行 っ た。
小 嶋 ・白石,(1985)に よ ると セ ール ・ロ ン ダー
ネ山 地 西部 の 深 成岩 類 は,　Main　Shear　 Zone　 の 南
側 に 分 布 す る片 麻 状 トーナ ル 岩,　Vesthaugenの 閃
緑 岩.　Lunckeryggenの 閃 長 岩 お よび,各 所 に点 在
す る花 嵩岩 頚 な ど か ら な る。 花嵐 着 類 の うちLunc
ke～ggen.Wideroef　 jel　let,Pi　ngvi　na　neに 分 布 す る
もの は や や ま と まっ た岩 体 を 形成 して い る 。 また
Lunckeryggenで は.花 嵩 岩 が閃 長 岩 を 貫 くこと か
明 らか に され て い る。 以 下,各 岩 体 ご との 記 載 を
示 す 。
(1)片 病 状 トー ナル 岩
黒雲 母 角 閃 石 トーナ ル 岩 か らな り,著 しい マ イ
ロナ イ ト化 を受 けて い る。斜 長 石 は ソ ー シ ュラ イ
ト化 が著 しい が,比 較 的 新鮮 な物 で は顕 著 な 累帯
構 造 のみ られ る こ と があ る。 角 閃 石 は緑 色 で や や
褐 色 が か った 中核 部 を 有 す る もの と,そ れ を置 き
換 え る青 緑 色 の角 閃 石 とか存 在 す る 。副 成 分 鉱物
と して.ジ ル コ ン,燐 灰石 を含 む 。磁 鉄 鉱 は含 ま
れ る 場合 と含 まれな い 場 合が ある が,含 まれ な い
場合 の ほ うが 多 い。
　 (2)　Vc3st,haugen
主 と して 中社 黒 雲 母 斜 方輝 石 石 英 閃緑 岩 ～ 花南
岩 閃緑 岩 か らな り,角 閃 石 を伴 うこ と があ る 。 ま
た.転 化 ビシ ョン輝 石 を 伴 うこ とも あ る。 副 成分
鉱物 と して 磁鉄 鉱,チ タン鉄 鉱,燐 灰 石.少 量 の
スフ ェン,シ ルコ ンを 伴 う。 特 に 磁鉄 鉱 とス フェ
ンに富 む の が特 徴 的 で あ る。 南 部 に分 布 す る もの
は 顕 著 な再 結 晶 作用 を 受 け,有 色鉱 物 は黒 雲 母 と
淡緑 色～ 青 緑色 角 閃 石 の 集 合 に変 化 し てい ろ 。 ま
た,変 成岩 起 源 と思 わ れ る ザ クロ 石 や ス ピ ネル な
とを含 む岩 相 も あ るが.そ の よ うな 岩 石 では磁 鉄
鉱 が 含 まれ な い 。
　(3)　Lunckeryggen
閃長 岩 類 と花 南 着 類 と か らな る 。
閃長 岩 類 は.古 期 の もの と新期 の もの と に分 け
られ る。 古 期 閃長 岩 は 黒雲 母 単 斜輝 石 閃 長 岩一 黒
雲母 角 閃 石単 斜 輝 石 閃 長岩 か らな り,優 黒質 な 部
分 と優 白質 な部 分 とが 顕著 な 面構 造 を形 成 して い
る 。優 黒 質部 は単 斜輝 石 とカ リ長 石 を 主 と し,黒
雲 母 と少 量 の角 閃 石 を 伴 う。 カ リ長 石 は 自形 性 が
強 く.微 細 な赤 鉄 鉱 を 多量 に 包有 す るが,結 晶 周
縁 部 で は包 有物 が 存 在 しな い。単 斜 輝 石 は エジ ル
普通 輝 石 で,中 核 部 は 淡緑 色,周 縁 部 は緑 色 とな
り,さ らに 青色 の アル カ リ角 閃 石 に置 き換 え られ
る 。 これ らカ リ長 石 と 単斜 輝 石 は岩 石 の 面構 造 と
平 行 に配 列 して い る。 優 白質 部 で は,少 量 の斜 長
石 を含 む よう に な り,角 閃 石 の量 が増 し,黒 雲 母,
単 斜輝 石 の 量 が減 少 す る 。優 白質 部,優 黒 質部 共
に,磁 鉄 鉱,チ タ ン鉄鉱.ス フ ェ ン,燐 灰石,ジ
ル コ ン を含 み,特 に スフ ェ ンと燐 灰石 に 富 むの が
特徴 的 で あ る。
新 潮 閃 長 岩 は古 期 の もの を脈状 に貫 い て分 布 す
る 。角 閃 石 閃長 岩 か らな り,古 期 の も の と較 べ て
斜 長 石 に富 み,少 量 の 石英 を含 む。 角 閃石 は青 色
の アル カ リ角 閃 石 で あ り,中 核部 に単 斜輝 石(エ
ジル 普通 輝 石)の レ リッ ク を有 す る。 また,古 期
の もの と異 な り,カ リ長石 は 包有 物 を 含 ま ない 。
磁鉄 鉱,チ タン鉄 鉱,ス フ ェン,燐 灰 石 を含 む。
花 嵐 岩 類 は黒 雲 母 花 商岩,角 閃石 黒 雲 母花 南 岩,
黒雲 母 角 閃 石花 嵩 岩,角 閃 石 花 歯岩 な どの 岩相 か
らな る。 副 成分 鉱 物 と して 磁 鉄鉱,チ タ ン鉄 鉱,
ス フ ェン.燐 灰 石 を含 む 。 また,ホ タル 石 を含 む
こと も あ る。
Lunckeryggen地 域 の 閃長 岩 と花 嵩岩 を比較 す る
と,い ずれ も 磁鉄 鉱 系 に属 し.ス フ ェ ンと燐 灰 石
に著 し く富 む こ とや 青 色 の角 閃 石 を含 む 点 で共 通
して い る。 さ らに,花 嵩 岩類 の モ ー ド組 成 をみ る
と,他 地域 の 花 嵩 岩頚 と較 べて 石 英 に乏 しい傾 向
が あ り.そ の 傾 向 は特 に 角 閃石 を 含 む 岩相 で顕 著
で あ る。 これ らの こ とに,造 岩 鉱 物 の 産状 な どを
考 え合 せ る と,黒 雲 母 単 斜輝 石 閃 長岩 → 角 閃 石単
斜輝 石 閃 長岩 → 角 閃石 閃 長 岩→ 角 閃 石 石英 閃 長 岩
→ 角 閃 石 花嵐 岩 →角 閃 石 黒 雲母 花 嵩岩 → 黒 雲母 花
嵩岩 と い った アル カ リ岩 質 マ グ マか らの一 連 の結
晶作 用 が 予想 され る。 す な わ ち.こ の地 域 の花 南
岩類 は.　Logselle　 and　Wones(1979)のA－ タ イプ
花 嵐 岩 に 属 す る可 能性 が あ る。
一37一
　　(4)　Wideroefjellet
この 岩体 の 大 部分 は著 しい変 形 作用 を被 り,火
成 岩 の組 織 を残 して い る こ とが 少 な いが,お そ ら
く主体 は粗粒 の黒 雲 母 花商 宕 で あ っ た と思 われ る。
変形 作 用 の弱 いも の で は中社 黒 雲 母 花 嵩岩 で .磁
鉄鉱,チ タン鉄 鉱.ス フ ェン,燐 灰 石 を含 み,
Lunckeryggenの 花 嵩岩 と似て い る。
　 (5)　Pingvinane
中 社～ 粗 粒 の黒 雲 母 花嵩 岩,角 閃石 黒 雲母 花 嵩
岩,単 斜 輝 石黒 雲 母 角閃 石 花 嵩岩 な どか らな り比
較 的有 色鉱 物 に富 む もの が 多 いが,斜 長 石 に乏 し
く大 部 分狭 義 の 花 南岩 に 属 ず る。 不 透明 鉱 物 に乏
し く.磁 鉄 鉱 は ほ と ん ど含 まれ な い。 また ス フ ェ
ン.燐 灰 石 に 乏 し く.ヅ ル コ ン,カ ツ レン石 に 富
む傾 向 が あ る。
セ ール ・ロ ンダ ー ネ山 地 西部 の 全体 につ いて,
lshihara(1977)の 磁 鉄鉱 系の 岩 石 と チ タ ン鉄 鉱 系
の 岩石 の 分 布 をみ ると,東 西 方 向 に延 び た 帯状 配
列 を して い る。 すな わ ち北 か ら磁 鉄 鉱 系(Ves七 －
haugen～Brattmpene北 部).チ タ ン鉄 鉱 系(Pin,g-
vinane～Pllten).磁 鉄 鉱 系　(　Wideroef　 jellet～
Lllnkeryggel1)の 順 に 配列 して い る。 この よ う な配
列 が さ ら に東 方 に延 長 さ れ るの か どう か も含 め て.
その 意義 につ い て は.今 後 の検 討 が 必 要 であ る。
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東 南極 ・セ ール ロ ンダ ーネ 山地 西 部 地 域 の塩 基 性 ～ 中性 変 成 岩類
白石 和 行(極 地 研)・ 小 嶋 智(名 大 ・理)
セ ール ロ ンダ ー ネ 山地 西 部(71.5-72.5S,
22.5-24.5E)に は 、後 期 原 生 代 と考 え られ て い る
変 成岩 頚 と古生 代 初 期 の花 嵐 岩 頚 が分 布 して い る。
同 山地 地 域 の 広域 変 成 作 用の 性 質 を 明 らか に し、昭
和 基地 周 辺 地域 のそ れ と比較 研 究 す る こ とは 、東 南
極 大 陸 の地 殻 の形 成 史 を 編 む う えで 、 基本 的 で 緊急
な 課 題 で あ る。
変 成 岩類 の 一 般走 向 は、 東西 で 、 南 側 に単 調 に傾
斜 して い る。 南 端部 は勇 断 帯 で、 萌 断 面の 走 向 も東
西 で 南 側 に急 傾 斜 す る 。勇 断帯 の 巾は 、 西 部で は 少
な く とも10　krn以上 あ るが 、東 部 へ 向 か っ て狭 くな
って い る。 この 勇断 帯 よ り北 側 に分 布 す る 変成 岩 類
をNor七hern　 Group　 (NG),南 側 の勇 断 帯 に分 布 す る変
成岩 類 をSou七hern　 Group　 (SG)と 名 ず け る 。　 SG
で は、 層 状 、 ブロ ック状 の 塩 基性 岩 を 含 む トーナ ラ
イ ト質 岩 を 主 と し、 準 泥質 岩 が稀 にみ られ る 。
NGの 変 成岩 類 で は 、準 泥 質 岩 と中 性 岩 の分 布 が
広 く、泥 質 岩 、石 灰 質 岩 、塩 基 性 岩が 薄 層 を な す。
NGの 北 部 の変 成 岩 は 、 グラ ニ ュ ラ イ ト相 に達 し
て い る こ とが しめ され て い るが 、　 (Kojirna　and　Shi
raishi,1986)、 花 嵩 岩類 の 遊 人や圧 砕 化 作 用 に よ
る二 次 的な 変 質 に さ また げ られ 、 広域 変 成 作 用 に お
け る変 成度 の 地域 変 化 は よ くわ か っ て いな い 。
塩 基性 ～ 中 性 岩 の主 要 な鉱 物 組 合 せ に は、 以 下 の






斜方 輝 石 一単 斜 輝 石 一ホル ンブ レン ド 黒ー 雲母 一
斜長 石 一石英
ザ ク ロ石 一ホル ンブ レン ド 黒ー 雲母 一斜 長石 一石
英
単斜 輝 石 一ホル ン ブ レ ン ド 斜ー 長石 一石 英
ホル ンブ レン ド 黒ー雲 母 一斜 長石 一石 英
ザ ク ロ石 一ホ ル ン ブ レ ン ド 単ー斜 輝 石 一斜 長 石
こ の ほか 二 次的 な 鉱 物 と して 、 カ ミ ング トナ イ ト、
緑 ～ 青緑 色 ホ ル ン ブ レン ド、緑 簾石 、方 解 石 、緑 泥
石 、 白雲 母 が み られ る。
斜方 輝 石 は 、北 部 の プ ラ ッ ト二 一バ ネ 地 区 にみ ら
れ る ほか 、 タ ンガ ーデ ン地 区 の花 嵩 岩 のゼ ノ リス の
中性 片 麻 岩 中か らみ い だ され た 。ホ ル ン ブ レン ドは
一般 に組 成 が不 均 質 で 、 リム 部 は後 退 変成 作 用 の結
果 、青 緑 ～淡 緑 色 を 呈 す るが 、 コ ア部 は褐 色 を帯 び
る こ とが 多 い。 緑 簾石 の 多 くは明 らか に二 次 的 な鉱
物 で あ るが 、初 生 的 とみ られ る組 織 が観 察 され る こ
と もあ る。
NGて の変 成 度 の地 域 変 化 を推 定 す る ため に 、一
般 走 向 と直 角 方 向 に約20kmに わた っ て分 布 す る塩 基
性 ～ 中性 変 成 岩 の鉱 物 、と くにホ ル ン ブ レ ン ドの 組
成 を 検討 した 。 その 結 果 、NG内 の ホ ル ンブ レ ン ド
の 組 成1こ有 意 な差 は みと め られ な い こ とが わ か っ た、
こ の こ とは 、少 な くと も この 範囲 内 て は1まぼ 一様
な グ ラ ニ ュラ イ ト相 ～角 閃 岩 相 高温 部 の 条件 下で の
広域 変 成 作 用 を こ うむ った こと を暗 示 して い る。
71050`e










































































1 `1 ■ 1 ` ■
Na+K 10
図2.ホ ル ンブ レ ン ドの組 成 の特
徴.白 丸:SGの も の.
黒 丸:NGの もの.四 角:カ
リ長 石 を 含 むNGの も の.
図3.石 英 を含 む 塩基 性 ～ 中性 変
成 岩中 の 、斜 長 石 のXAbと ホ
ル ンブ レン ドのXNa(A)の 関
係.コ ア部 の ペ ア.
A.　 T,　 Gの 範 囲 は 、 プ リン
スオ ラ フ海 岸 に お け る、 そ れ
ぞ れ角 閃 岩相 帯 、 漸 移帯 、グ
ラ ニ コラ イ ト相 帯 の も の,等





ホ ル ンブ レ ン ドのTiとK、
黒雲 母 のTiの 地 域 変 化.
小 黒 点:リ ム 部 の組 成.
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セ ール ・ロンダーネ 山地 の変成 岩 と変成作用
山崎美佐子 ・吉倉紳一 ・石塚英男(高 知大 ・理)小 島秀康(極 地研)
日本 隊 に よる セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 地 質 調 査 は
25次 隊 の 予 察 に始 ま り 、26次 隊,27次 隊 に よ り西 部
地 域,中 部 地 域 の 概 査 が な さ れ 、 そ の 概 要 が 次 第 に
明 ら か に さ れ つ つ あ る 。 今 回 は こ れ まで に採 集 さ れ
た 変 成 岩 の 鉱 物 組 合 わ せ を 検 討 し、 変 成 作 用 につ い
て 考 察 した 。
セ ール ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 北 部 に は 泥 質 ～ 砂 質 変 成
岩 が 広 く分 布 し 、 ま れ に 中 性 ～ 塩 基 性 変 成 岩 や 石灰
質 変 成 岩 の 薄 層 が 挟 ま れ る 。 こ れ ら は し ば しば 著 し
い ミ グマ タ イ ト化 作 用 を 受 け て い る 。一 般 走 向 は 東
西 で 南 へ 急 斜 す る 。 南 部 は 主 に中 性 ～ 塩 基 性 変 成 岩
か ら成 り 、少 量 の 泥 質 ～ 砂 質 変 成 岩 を伴 う 。 構 造 は
北部 に比 べ て よ り複 雑 で あ る 。各 所 で 花 こ う 岩 類 が
変 成 岩 の 構 造 を 切 って 貫 入 し てい る 。
セ ール ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 の変 成 岩 に 見 られ る 鉱 物
組 合わ せ を 表 に 、 また 主 な 指 標 鉱 物 の 分 布 を 図 に 示
す 。
北 部 で は 泥 質 ～ 砂 質 変 成 岩 中 に 広 くK　-feidspar
+sillimaniteの 共 生 関係 が 見 ら れ る こ と 、　ort　hopyr
oxeneが 出 現 す る こ と か ら 、 変 成 条 件 はmuscovite+
quartzの 安 定 領 域 を越 え て グ ラ ニ ュラ イ ト相 に達 し
た こ とが 明 らか で あ る 。 南 部 の 中 性 ～ 塩 基 性 変 成 岩
中 で はclinopyroxene+hornblrndeが 安 定 で 、　oPt　hop
yroxeneは 出現 しな い 。 従 って そ の 変 成 度 は 北部 よ
り低 い と考 え ら れ る 。 こ の 変 成 作 用 を 第 一 期 変成 作
用 と呼 ぶ こ と に す る 。
セ ール ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 泥 質 ～ 砂 質 変 成 岩 に は
普遍 的 にgametが 出 現 し 、そ の 組 成 はpyrope成 分 に
富 み(　～34mol%)　 ,　spessartine　 分 に 乏 しい(～4
mol%)。 ま たstauroliteの 高 温分 解 生 成 物 と考 え ら
れ るgarnet+Sillimanite+Zincian　 hePCynite(　 ～9.
5wt%Zne)の 共 生(garnetがsillimanite　 ,　hercynit
eの 小 粒 を 包 有 す る)が 認 め ら れ る 。 こ の 様 な 鉱 物
共 生 や 組 成 上 の 特 徴 は 、 リ ュツ オ ・ホ ル ム湾 周 辺 の
中 圧 型 の 変 成 作 用 に よ る 角 閃 岩 相 一 グ ラ ニ ュ ラ イ ト
相 漸 移 帯 や グ ラ ニ ュラ イ ト相 帯 の 変 成 岩 に見 ら れ る
特 徴 と 共 通 す る 。 しか し現 在 ま で の と こ ろ 、 リ ュツ
オ ・ホ ル ム 湾 周 辺 の 変 成 岩 か ら報 告 さ れ て い る レ リ
ック 状 のkayaniteやstauroliteな ど は 見 出 さ れ て い
な い 。
北 部 のAUSTKAMPAN[　 やVESIHAUG[Nで は 、表 中 の3
又 は4の 鉱 物 組 合 わ せ に 加 え てandalusiteやcordie
riteが 出 現 す る 。 鏡 下 の 産 状,鉱 物 共 生 関 係 か ら 、
こ れ らの 鉱 物 は 第 一 期 変 成 作 用 の 後 に セ ール ・ロ ン
ダ ーネ 山 地 各 所 に 貫 入 した 花 こ う岩 に よ る熱 変 成 作
用で 生 じ た も の と考 え られ る 。 この 熱 変 成 作 用 を 第
二 期 変成 作 用 と呼 ぶ こ と にす る 。
本 地 域 の 変 成 岩 に広 く認 め ら れるK　 -feldsparの
muscovite　 化 やgarnetの 周 縁 や 割 目 に 沿 う 淡 褐 色 ～
淡 緑 褐 色 のbiotiteの 生 成 な ど も第 二 期 変 成 作 用 に
よ る も の で あ ろ う 。
南 部 の 変 成 岩 に はK　-feldsparやplagioclase　 を
交 代 したsericite、 　biotite　 の へ き 開 に 沿 って 生 じ
たepidote(pistacitic),chloPite,prehnite　、　horn
blendeの 周 縁 のactinolite化 な ど に よ って 示 さ れ る
、 よ り低 度 の変 成 作 用 が 重 複 して い る 。 この 変 成 作
用 と第 二 期 変成 作 用 との 関 係 は い まの と こ ろ不 明 で
あ る 。
第一 期 変 成 作 用 と第 二 期 変 成 作 用 の 間 に圧 砕 作 用
の 存 在 が 予 想 さ れ る 。 この 圧 砕 作 用 は 、 南 部 ほ ど 著























































▽A・d・lus…　 ▽ ・。・d・erlt・　 VA・d・ ・uslt・c・・d…i・　 3・iHimanit・　 Osil|iman・t・(・s,・ne・　 ● ・。,ne,,.s、、limani,,.s,、ne、
■Orthopyroxene　 ▲Hornblende+Clinopyroxene　 口Garnet÷B「otite
セ ー ル ・ ロ ン ダ ー ネ 山 地 に お り る 主 な 変 成 鉱 物 の 分 布
ヒール ・ロンダーネ山地の変成岩に見られる特徴的な鉱物組合わせ
北部地域 南部地域
〈泥質～砂質変成岩〉 1.Biー トPI　→-　Qz±Kf 9,　Bi　-←　Ga±Kf+Pl-}-　Qz
2.　Bi　-+-　Ga+Kf+Pl　 トQz 10,Bi斗 －Ga+Sil　 +P上 ←Qz
3.Bi-}-Ga-+-Sil+Kf+P十トQz
4,Bi斗 ・Ga－ ト(Sil-+　 Sp)一+-Kf－ トPl－ トQz
5.Biー トGa-←　Sill+　 (　Sp)　 一トKf－トPI+Qz
6.Opx　 +Biー トGa　-+-　Pl－トQz
〈中性～塩基性変成岩〉 7.Opx十Cpx+}10+Ga+P十}-Qz 11.}lo-←Ga→-PI-}-Qz
8.Ho－ トGa　 -←　Cpx　 -+　Bi　-}　Pl　-}　Qz 12,HO-+Ga→-Bi+Pl.+QZ
13,　 llo　 →-Cpx十Bi+PI+Qz
Bi:biotite,Ga:garPet,Ho:hornblendeLCpx:cIinopyroxene,Opx:orthopyroxene,Sp:spinel
Sil:si日imanite,Pl:p|agioclase,Kf:K　-feldspar,　 Qz:quartz　 .　 〈)　内 の も の は 直 前 の
鉱 物 に 包 有 さ れ る 。
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白 嶺 丸 に よ る 東 南 極 ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ド沖 海 域 の
地 質 調査 につ いて
石油公団石油開発技術 センター*佐 木 和夫 ・徳橋 秀一 ・古田土俊夫
水越 育郎 ・天野 博(*現 在技術部)
1.調 査概要
昭和60年12月30日 から昭和61年1月22日 の間、地質調査船 「白嶺丸」に より、　Queen　Maud　Land沖 海域の22°E
～46°Eと60°S～南極大陸で囲 まれる海域 の海底地質調査を実施 した。 これは、石油公団が通商産業省 より委託を
受けて実施 している南極周辺海域の基礎地質調査である。
調査内容及び実績 は、6重合のマルチチ ャネル反射法地震探査(6測 線、約2,430Krn)、 ゾノブ イによる屈折法
地震探査(10点)、 重力測定(調 査期間中連続)、 地磁気調査(約11,750Km)、 地殻熱流量測定(8点)、 採泥
(ピス トンコアラ6点 、ス ミスマ ッキン タイヤグラブ1点 、及び ドレッジ4点)で ある。調査の測線及び 測点 は
Fig.1、　Flg.2に 示 した。
調査海域 は、南極大陸Riiser-Larsen半 島から北方にむかって伸び ているGunnerus堆 ～Gunnerus　 Ridgeの 海底
地形の高ま りによって、東側のLiftzow-Holm湾 の沖合海域 と西側のRiiser-Larsen海 に分 けられ る。両側の海域 と
も大陸斜面 は急で、大陸棚 よ り急激に3,000m以 深の コンチ ネン タルライズに移 って いる。　Gunnerus　R'idgeの頂
部は、水深1,100m～1,200mの 平坦面 をな してお り、その外縁 は急傾斜となっている。今回の調査では、パックア
イスの ために、　Ltit20w-Holrn湾側では67°Sまで、　Riiser-Larsen海 では67°30'Sま で しか入ることがで きず、大陸
棚や大陸斜面を調査することはで きなか った。　Gunnerus　 Ridge以 外では,測 線、測点の大半は水深




反射法 地震探査測線は、Fig.2に 示す ように、40°Eに沿 った南北測線(2SMG,2-・1SMG,2-2SMG)と 、66°Sに 沿
った東西測線　(3SMG,　3-ISMG)　である。南北測線の北側の部分(2,2-1SMG)で は海底下1～1.5秒 付近 に起伏に富
んだ音響基盤 が見 られ(Fig.3参 照)、 磁気異常 の1ineationが 存在す ることか ら海洋性の基盤で あることが推定さ
れ る。この基盤 は大陸にむか って序 々に深 くな ってい く。それにともな って上位の堆積層が厚 くな ってい き、最
大で往復走 時3～3.5秒 にも達 しているようであ る。また、大陸 に近づ くにつれて、表層付近の堆積層中に乱泥流
あるいは底層流の影響を受けたと思わ れる複雑な堆積構造 が見 られ る。 ピス トンコア(PC601,602,603,Fig.3
参照)に よると、表層堆積物 は、主に珪質泥、珪質軟泥 、遠洋性の泥か らな り、PC602,603で はそれ らが互層 を
な している。
地殻熱流量 は、平均50mW/m2で 、全世界平均値 よりやや低い値 を示 してい る。
2)　Gunnerus　 Ridge周 辺
反射法地震探査測線は、　Ridgeを 横断す る東西方向(3-1SMG)と 縦断す る南北方向(4SMG)で 行 った。Fig.4に
3-1SMG測 線の一部を示 した。　Ridgeで は音響基盤が急激に高まっており,そ の上位には堆積層 が薄 く(最 大でも
往復走時0.7秒 程度)の っている。Ridgeの東側では音響基盤 は急激に沈みこみ、その上位 に堆積層が厚 く堆積 し
、　Ridge外 縁 の音響基盤の崖にオンラップ している。一方 、西側では、下部の堆積層 が基盤の構造(沈 降)運 動
の影響を うけて変形 している。　Ridgeの 東西で構造運動 をうけた時代が異なるのかも知れな い。
Ridge上 において実施 したソノブイ屈折法地震探査SB-7の 結果、音響基盤のP波 速度 として5.9krn/secと いう値
を得てい る。これは南極の大陸性基盤 の典型的なP波 速度に等しい。 また,　Ridge北 縁の、地震記録 上で基盤 が
露出 してい ると思 われる地点での ドレッジ(D603)に おいて、露岩 と推定され る岩片(大 陸性 の岩片)が 採取さ
れた。その他 、負 の重力ブーゲー異常 を示す こと、磁気異常 が小 さいことな ども考えあわせると、 このRidgeに
おける基盤は大陸性 の基盤であることが推定 され る。
Ridge頂 上におけるピス トンコアラPC604で は、石灰質軟泥 が採取 された。 また、　Ridge上 で測定 された地殻熱
流量は約60mW/M2で ある。
3)Riiser-Larsen海
この海域 では、　Gunnerus　Ridgeか ら西南西へむかう測線(5SMG)、24°Eの 南北測線(6SMG)及 び北東～南西測線
(7SMG)を 実施 した。全測線において厚 い堆積層(往 復走時 で3秒 程度)が 見 られる。
重力フ リーエ ア異常は、　Gunnerus　 Ridgeの 西縁 に面 してエ ッジ効果による顕著 な負の異常が見 られる他は、全
体的に平均一30mga1程度の負の異常を示す。
ピス トンコアラ(PC605,606)に よると,表 層堆積物は、　Lut20w-Holm湾 沖 と同様 に、珪質泥、珪質軟泥 、遠洋性
の泥か らな り、PC605で は極細粒砂の薄層 をはさんでい る。
地殻熱流量は、PC605の 地点では60mW/m2、PC606の 地点では43rnW/m2と いう値 が得 られてお り、本海域の生成年
代の古さを示唆 して いるかも しれな い。
一48一
Fig.1　 測 線 及 び 測 点 図.S-siesmic,M-rnagne,G-gravity,PC-piston　core,D-dredge,SM-Smith
Fig.2　 地震探査測線図及びソ ノブイ観測点.
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足 立 泰 久,安 川 克 己(神 戸 大 学 ・理 学 部),佐 木 和 夫(石 油 公 団 ・技 術 部),
古 田 土 俊 夫,徳 橋 秀 一(石 油 公 団 ・石 油 開 発 技 術 セ ン タ ー)
試料
白嶺丸 による東南 極クイー ン ・モー ド・ラ ン ド沖の調
査の際,ピ ス トン ・コアラー によって堆積物コアが採取さ
れ た.こ の中か ら5本 のコア(PC-601,PC-602,PC-603,PC-
605,PC606)に っ いて残留磁化 を測定 した,船 上 で縦 に半切
したコアの半切面か ら一辺約2cmの 立方体の容 器を使用 し
て,ほ ぼ連続的 に磁化測定用 試料を採取した.そ の総数 は
1639個 である.こ れ らのコアの地理的 な位置,地 質的な特
徴及 び層序の詳細は ここては 省略する.
測 定
残留 磁 化 はSCT社 の 超 伝 導 磁 力 計 に よ り測 定 した.
感 度 は1011Am二(ニ10":'GcmR[c.g.s.emu】)であ る.す べ て
の 試 料 の 自然 残 留 磁 化(NRH,　 natural　 remanent　 magnetiza
tion)を 測 定 し た後,各 コ ア か ら計52個 のパ イ ロ ッ ト ・サ
ン プ ルを 選 択 し,段 階 交 流 消 磁 実験 を 行 い,最 適 消 磁 磁 場
(0・D・F・,oPtimum　 demagnetization　 field)を 決 定 し た.
パ イ ロ ッ ト ・サ ンプ ル は,各 コ アで 違 う層 か ら1個 ず
っ,あ る い は 同 じ層 で も 色 の 違 う と こ ろか ら1個 ず っ 選 ぶ
よ う に し,1本 の コ ア 内 で で き るだ け均 等 に な る よ うに 選
び 出 した.そ の 際,サ ン プ リ ング 時 に 乱 され た と考 え られ
る試 料 や,コ アの 切 り 口 付近 の 試 料 は,避 け た.
パ イ ロ ッ ト ・サ ンプ ル に,3,6,10,15,20,30,40,50mT
(1mT[SI]ニ1G[c.g.s.emu])の磁 場 に よ る,段 階 的 な 交 流
消 磁 によ る 磁 化 の 方 向 と強 度 の 変 化 を 調 べ た,段 階 消 磁 に
際 して3～10mTて は,磁 場 回転 型 の 交 流 消 磁 機 を使 用 し,
15～50mTで は,タ ンブ ラ ー 型(試 料 回転 型)の 交 流 消 磁
機 を 使 用 した が,消 磁 機 の 機 種 の 違 い に よ る測 定 上 の 不 都
合 は な か っ た.段 階 交 流 消 磁 の 過 程 で,磁 化 強 度 がNRMの
1/10に な っ た も の(1{°恕ット・㌘ プj,No.160)に っ い て は,そ の
段 階 て 消磁 を 終 え た.
各試 料 の 消磁 に よ る 磁 化 方 向 の 変 化 が み られ な くな る
消 磁 レベ ル範 囲 を選 ん で,全 パ イ ロ ッ ト ・サ ンプ ル で 共通
す る0.D.F.を 決 定 し た.そ の0.D.F.は,10mTであ り,残
りの 全 ての 試 料 に10mTの 交 流 消 磁(磁 場 回 転 型 消磁 機 に
よ る)を 施 し,磁 化 を測 定 し た.
結 果
大部分 のパイロッ ト・サ ンプルは,交 流消磁に対して
非常 に安定 である(図2-aに 例を示す),し か し,NO.62
(PC-601,珪 質軟泥,極 細粒 砂を含む),NO.110(PC-601,
珪質軟泥,色 はオ リーブ ・グ レイ)の よ うに,磁 化強度 は
安定なの に対 し,方 向がば らっ くもの(図2-b)や,NO.1
60(PC-601,珪 質軟泥,細 粒～極細粒 砂を含む)の ように,
磁 化強度が 急減 し,あ る方向 に落 ち着 くもの(図2-c)も
ある.
深さに対する磁化の方向の変化の様子を,コ ア ごとに
図1-a,b,c,d,eに 示 す,こ れ らは10mTの 交流消磁後の結
果 を5個 ず っの移動 平均 したものであ る.偏 角の値は相対
的で あり,地 平座標系 では意 味を持たないこと,ま たコア
の採取地域が極域で あり磁場の水平成 分が小さいことか ら,
以 下の議論で は伏角 を中心 とした考察 を行う.
PC-601を 除 く4本 のコアは,ほ とんどの部分で負(上
向 き)の 高伏角を示 し,正 帯磁 してい て,コ アの最上部が
現在 であれば松山正 磁極期に対応する,PC-602の3.5m付 近,
PC-605の3.Om付 近,PC-606の3.8m付 近 に,伏 角の値が小さ
いか あるいは正の部分が ある.磁 場の エクスケーシ ョンあ
る いはイベ ン トを記録 している可能性 が強い.エ クスケー
シ ョンあ るいはイベ ン トは世界各地か らたくさん報告 され
てい るが,そ のなかで全世界的 に数多 く報告 されているブ
レイ ク ・イベ ン ト(10.8万 年前)に 上述の伏角の異常が対
応 す るとすれば,PC-602,PC-605お よびPC-606の 堆積速度
は,そ れぞれ3.2cm/1000y,2.8cm/1000y,3.5cm/1000yと
な る.PC-603に は,こ のよ うな伏角の異常が現れないので
コアの最 下部よ り下にブ レイク ・イベ ン トがあると考 えれ
ば堆 積速度 は>6.7cm/1000yと なる.一 方,こ のような伏
角 の異常は地球磁場 に対応 したものではな くてなにか他の
原因 によるものと考 え,ま たエ クスケーシ ョンや イベ ン ト
は記録 され ていな いと考 えるな らば,コ アの最下部 より下
に松山正磁極期 とブ リュンヌ逆磁極期 の境 界(73万 年前)
が あ ると考 えられ,堆 積速度はPC-602,PC-603,PC606が
>1.Ocm/1000y,PC-605が>0.9c皿/1000yと な る.
PC-601は 伏角が負か ら正,正 か ら負へ と何度か変化す
る.コ アの最上部年代が現在ではな く,ま た堆積速度が他
の コアより遅い と考えれば,説 明で きる.PC-601の 採取地
点が 他のコア と大 きく離れていて,ま た南極大陸か らも遠





深 さ に 対 す る 磁 化 方 向 の 変 化.10mTの 交 流 消 磁 後 の 磁 化 を5個 ず っ 移 動 平 均 し て.
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図2段 階 的 な 交 流 消 磁 に 対 す る 磁 化 の 変 化.水 平 面(黒 丸)及 び コ ア の 半 切 面 と 直 交 す る 垂




























白 嶺 丸TH85航 海
グ ン ネ ラ ス ・ リ ッ ジ 周 辺 で の 調 査 結 果(予 報)








地質 調査 船 「白嶺丸 」 によ るTH85航 海 にお いて 、　Lut20w-Hoim湾 北 西方 のGunnerus　 Ridge周 辺 で ピ
ス トン コア ラー および ドレッジ ャー で底質 物 を採取 した。採 取 した試料 につ いて有孔 虫 調査 お よび 岩 石学
的 調査 を行 った ので 、その概 要 を報告 す る。(Fig.1に 採取 地点 と水 深 を示 す。)
1.有 孔虫調 査(PC604,D604)
PC604で 採取 した堆積 物 は長 さ250cmで 、下 部約55cmに 細 礫大 の角礫 ～ 細粒 砂を 少量 含む 均質 な有孔 虫 軟
泥か らな る。 この堆 積物 は20cm毎 に分割 し、 有孔 虫調 査の 試料 と した。
産出 す る有 孔 虫 は、南極 海域 でPIiocene以 降の堆 積物 に普 遍 的に み られ る寒 海性 浮遊 性種 の魎 ⊥一
皿ach　 derma　(Ehrenberg)カs独 占的 に卓越 す る群 集 であ る。本 試料 か ら極 めて僅 か であ るが 暖海性 浮遊
性 種のGloborotaria　 -　 Hornibrookお よびGloborotaria　 scitula　 Bradyが 産 出 した。南極
海 域で は現世 の群 集 中にGloborotalia属 は全 く認め られて いな いこ と、 また9.puncticuloidesの レンジが
ニ ュー ジー ラ ン ドでの 記載 ではLate　 PIiocene～Eary　 Pleistoceneと さ れて い ることか ら、　Globorotalia
属 を含 む この 試料 はPre-Holoceneの 暖 か い時期 の堆 積物 であ る可能 性 があ る。
底 生種 はTrifarina　 eartandi　 Parrが 卓 越 し、一層 、　Cibicides属 の 種 を伴 う ことか ら、
Trifarina　 earlandi--　 spp.群 集 が設 定で き る。 この群 集は 一般 に南極 表層 水 に付 随 し
て認 め られ る石 灰質 群集 で あ り、南 極周 辺の 水深500～1000m間 に広 くそ の分布 が知 られて い る。
D604で は、 礫 と共 に採取 された底 質試 料 を有孔 虫調 査用 の試料 と した。
産出 す る有孔 虫は 、浮遊 性種 の一 　ach　dermaの 独 占的卓 越群 集 であ る。 また底 生種 の組 成 か
らNuttallides　 umbonifer-9-　spp.群 集 が設 定で きる。 この群 集 には南 極底 層水 を指 示す
るNuttallides　 umbonifer(　 C　ushman)と 南極表 層 水を指 示 す る一層 を特 徴 的に含 む こ とか
ら、採取 地点 付近 で両 水塊 の混合 現象 が生 じてい る ことが推 測 され る。
2.岩 石調査(D602,D603,D604)
D602お よびD603か ら、 マ ンガ ン酸 化物 層 が数mm～3cm程 度発 達 した マンガ ン団 塊 を採取 した。 これ らの
マ ンガ ン酸 化物 は、化学 組成 ・鉱物 組 成 とも大陸 周辺 の典 型的 な もの に近 く、通 常の 海水 か ら除 々に コロ
イ ドが集積 して 形成 した 、　Feを 含 む低結 晶質 含水 マ ンガ ン酸 化物 のvernadite　 (δ －MnO2)か ら構 成 され
る。化 学組 成的 に はMnとFeと を同程 度 に含有 し、　Cu、　Ni、　Znは 高品 位団 塊 と比較 して かな り低 い ことが特
徴 で ある。 一般 的な大 陸周 辺の マ ンガ ン団塊 の成長 速度 を仮 定す ると、D603で み られ る最大5cmの マンガ
ン酸化 物層 が形 成 され るため には、 その 開始 の時代 はLate　 PIiocene～Eary　 Pleistoceneが 推定 さ れ る。
D603で は最 大33×30×10cmの 岩 石片 数個 を採 取 した。 これ らは変 質 が著 しいが、　per七hitic　 K-felds-
perが 残 り、graphyteを 含む花 コ ウ岩質 の岩 石で あ り、結状 片麻 岩 も認 め られ る。 こ れ らの 岩 石は採 取の
際 の剥離 に よって生 じた と思 われ る面 を有 し、 その 部分 はマ ンガ ン酸化 物 で被覆 されて いな い ことか ら、
露岩 の一 部 であ る可能性 が 高い。(Fig.2に 採 取地 点付 近の 地震 探査 記録 を示 す。)
マ ンガ ン団塊 の核 とな ってい る岩 石 は、付 近の 陸上 に分 布す る上 部角 閃岩 相～ グ ラニ ュラ イ ト相 の変 成
岩が 多 くを 占め るが、下 部角 閃岩相 以下 の変 成岩 、 あ るいは付 近の 陸上 で はみ られな い粗 粒玄武 岩 お よび
砂岩 も認 め られ る。 これ らは円磨度 に差 が あるが 、 いずれ も氷 河に よ り陸上 か ら運 搬 され た礫 と考 え られ
る。
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Fig.1　 底質 物採 取 地点 の位 置 および水 深
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ブ ラ イ ド湾 お よび グ ンネ ラ スバ ンク で採 集 され た海 底 礫 に つ い て
白石 和行(極 地研)・ 藤 原健 蔵(広 島 大 ・文)
第25次 よ り第27次 の 間に 、 生 物 グル ープ の ビ ーム トロ
ール に よっ て偶 然 得 られ た海 底 の礫 と、 第10次 の航 海 で
ド レッジ さ れ た海 底 の礫 につ いて 、 あわ せて 報告 す る。
採 集 地 点 と概 要 をFig.1とTahle　 l.2に しめ す。
1.礫 の 大 き さ、 形
各地 点 に お け る礫 の 最大 径 の 頻 度 分布 をFig.2.3に し
め す。 径16～32mrnのpebbleが 多 いが 、プ ラ イ ト湾(S七.88
とSt.98(JARE-25))で はboulderサ イズ の礫 も 得 られ た。
礫 の形 は角礫 ～ 亜角 礫 で あ る が 、偏 平度 は さ まざ ま で あ
る。
2.礫 の 種 類
礫 の表 面 に は 苔 虫や 少 量 の粘 土 が付 着 して い るが 、 コ
ーテ ィング や著 しい変 質 は み られ ず、大 部 分 は 肉 眼で 岩
種 の鑑 定 が可 能 で あ る。 採 集地 付 近 の 大 陸露 岩 に み られ
る片麻 岩 、 花 嵩 岩類 が90%以 上 を 占め る 。そ の 他 に 、砂
岩 、 玄武 岩 ～ ドレラ イ トが 少 量 あ る。
片麻 岩 で は 石 英長 石 質 の も の が多 く、変 塩 基 性 岩 、石
灰 珪 酸塩 岩 は採 集 さ れて いな い 。鉱 物 組 合せ は 、昭 和基
地 付 近 の露 岩 に み られ るも の と同 様 で あ る。 砂 岩 は さ ま
さ まな 粒度(0.03～3mm)の 淘 汰 の よ いア ル コ ー ス質 砂 岩
を主 と し、稀 に グ レイ ワ ッケ 質砂 岩 ～ 頁 岩 がみ られ る 。
玄武 岩 質 岩 は斑 晶 と して単 斜 輝 石 、斜 方 輝 石 、斜 長 石 を
もち 、 一般 に変 質 が 著 しい。 オ フ ィテ ィ ック組 織 を 示 す
ド レラ イ トに は、 弱 い変 成 作 用 を う けて 黒雲 母 を生 じて
い る もの も あ る。
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Tabl■ 　2.　 Ceil■cting　 etatSon■ 　in　 1969











特 異 な礫 と して 、St.98(」ARF-25)とSt.7
(JARE-26)よ り計3点 の 炭 質 物 を 得 た 。 、。
最 大 径3～5crnの 木 炭 様 の も ろ い 礫 で 、X
5e
線 回折 パ タ ー ン では ほ と ん と非 晶質 を示
す。現 在 まて に この 海 域 て この よ うな炭
質物 の 報 告 は な い か、 人 為的 な も の ては
ない と す る と、前 述 の 砂 岩 層 に き ょ う在
す る 炭 層の 可 能性 か あ ろ う。
試 料 を供 与 され たBIOMASS観 測 グ ル ー ブ
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第27次 南 極地 域観 測 にお ける海上 重 力測定
弘 前大 学 理 学部 ・福 田洋 一
国立 極 地 研究 所 ・神沼 克 伊
東京大学海洋研究所 ・瀬川爾朗
§1.は じ め に
第27次 南 極 地 域 観 測 隊 で は,1985年
11月14日 に 晴 海 を 出 航 し,本 年4月20
日 に 帰 港 す る ま で の 間,昭 和 基 地 に 滞 在 し た
約1カ 月 の 期 間 を 除 き,砕 氷 艦 し ら せ 船 上 で
海 上 重 力 測 定 を 継 続 し て 実 施 し た.
こ こ で は,第27次 観 測 隊 で 実 施 し た 海 上
重 力 測 定 の 概 要 と,帰 国 後,取 得 デ ー タ を,
予 備 解 析 し た 結 果 に つ い て 報 告 す る.
§2.測 定
測 定 は,　 NIPR--ORI海 上 重 力 測 定 装 置 を 用 い
て 連 続 的 に 実 施 さ れ,2分 毎 の 測 定 値 を 磁 気
記 憶 装 置 に 収 録 し た.こ れ に よ り,し ら せ が
16ノ ッ ト の 速 度 で 航 行 し た 場 合 で も,空 間
的 な 分 解 能 と し て,1km程 度 で デ ー タ を 収
録 す る こ と が で き た.な お,図1に し ら せ の
航 跡 を 示 す.
MPR-ORI海 上 重 力 測 定 装 置 に っ い て は,第
6回 シ ン ポ ジ ウ ム で も 既 に 報 告 済 み で あ る が,
重 力 測 定 デ ー タ と 共 に,し ら せ の 位 置 や,水
深 な ど の デ ー タ も 同 時 に 収 録 す る よ う に 設 計
さ れ て お り,　 ON-LII'E　 で フ リ ー エ ア 異 常 や,
プ ー ゲ ー 異 常 を 計 算 す る こ と が で き る.こ れ
ら の 機 能 は,今 回 の 航 海 中,基 本 的 に は,全
て 正 常 に 作 動 し,　 ON-LINE　 処 理 の 有 効 性 も 十
分 に 確 認 さ れ た.
今 回 の 航 海 で は,昭 和 基 地 周 辺 の 氷 状 が 非
常 に 悪 く,チ ャ ー ジ ン グ の 回 数 も,し ら せ 就
航 以 来,最 高 を 記 録 し た.こ の た め,砕 氷 時
の 激 し い 振 動 に よ っ て,デ ー タ 収 録 用 に 使 用
し て い た ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ が,度 々 ダ ウ ン す
る 事 態 が 起 こ っ た.こ の 点 に つ い て は,今 後,
防 振 対 策 等 の 改 善 を 計 る 必 要 が あ ろ う.な お,
重 力 セ ン サ ー 部 に つ い て は,本 航 海 に お い て
も 全 く 問 題 な く 作 動 し た.
§3.解 析
3-1.重 力 セ ン サ ー 常 数 の 決 定
llPR-OR工 海 上 重 力 測 定 装 置 の 重 力 セ ン サ ー
は,サ ー ボ 型 の 加 速 度 計 で あ り加 速 度 の 変 化
(重 力 変 化)を 電 圧 の 変 化 と し て 出 力 す る.
ま た,そ の 構 造 上,時 間 経 過 に 伴 う ド リ フ ト
も 予 想 さ れ る.
こ れ ら を 考 慮 し て,セ ン サ ー 出 力(V)か
ら 重 力 値(G)へ の 変 換 は,次 式 に よ っ て 行
っ た.
G=A・V十B・D十C
但 し,Dは,あ る 起 点 か ら の 経 過 日,A,B,
Cは,セ ン サ ～ の 常 数 で あ る.
A,　 B,Cの 値 に つ い て は,航 海 中 は,暫 定
値 を 使 用 し て い た が,帰 国 後,し ら せ の 各 寄
港 地 に お け る ラ コ ス ト 重 力 計 に よ る 測 定 結 果
を も と に っ ぎ に 示 す 値 を 得 た.





但 し,晴 海 一 フ リ ー マ ン ト ル 間 に つ い て は,
B=-1.707047mgal/Days
C=981999.368mgal
こ れ ら の 値 を 使 用 す る こ と に よ り,全 航 海 を
通 じ て,ほ ぼ,2mga1程 度 の 精 度 で 重 力
値 を 求 め る こ と が で き た.
3-2.位 置 デ ー タ の 再 決 定
船 上 で の 重 力 測 定 デ ー タ か ら,フ リ ー エ ア
異 常 を 求 め る た め に は,エ ト ベ ス 補 正 な ら び
に 標 準 重 力 の 補 正 が 必 要 で あ る.こ の 内,エ
ト ベ ス 補 正 を 行 う た め に は,東 西 方 向 の 対 地
速 度 と 緯 度 が 必 要 で あ り,ま た,標 準 重 力 を
計 算 す る た め に も,緯 度 を 知 る 必 要 が あ る.
し か し,残 念 な が ら,し ら せ の ナ ビ ゲ ー シ
ョ ン デ ー タ と し て 得 ら れ る 緯 度 な ら び に 経 度
の 値 は,1-2時 間 に1回 のNNSSに よ る
確 定 値 を 除 き,そ の 他 は,あ く ま で も 推 定 値
に 過 ぎ な い.こ の た め,実 際 の デ ー タ で は,
NNSSに よ るfixの 度 に,緯 度,経 度 の
値 に と び が 生 じ る こ と が あ る.
そ こ で,今 回 は,次 の よ う な 方 法 で,NN
ssに よ るfixを 判 定 し,そ こ で の と び の
量 を,過 去 の デ ー タ に 自 動 的 に 再 配 分 す る こ
と に よ り,位 置 の 再 決 定 を 行 っ た.
1.あ る 点 の 緯 度,経 度,方 位 角 お よ び 対 水
速 度 よ り,次 の 点 の 緯 度,経 度 の 推 定 値 を 求
め る.
2.1で 求 め た 推 定 値 と,ナ ビ ゲ ー シ ョ ン デ
ー タ と を 比 較 し,あ る し き い 値 を 越 え た 場 合,
NNssのfixと 判 定 す る.
3.　 fixと 判 定 さ れ た 場 合,そ の 食 い 違 い
の 量 を,1つ ま え のfixか ら 直 前 ま で の 位
置 デ ー タ に,時 間 に 比 例 し て 再 配 分 す る.
こ の 方 法 で は,ナ ビ ゲ ー シ ョ ン デ ー タ に エ
ラ ー が あ る と,誤 っ てfixと 判 定 す る 場 合
も あ り,問 題 も 残 る が,多 量 の デ ー タ を 全 く
機 械 的 に 処 理 す る こ と が で き,有 効 で あ る.
3-3.フ リ ー エ ア 異 常 お よ び プ ゲ ー 異 常 の
計 算
上 述 の 方 法 で 求 め た 各 点 で の 緯 度 ψiお よ び




Ω:地 球 の 自 転 角 速 度
Np:　 平 行 圏 曲 率 半 径
△t:測 定 時 間 間 隔
で 求 め,重 力 式1967に よ る 標 準 重 力 を 使
用 し て,フ リ ー エ ア 異 常 を 計 算 し た.
更 に,ブ ー ゲ ー 補 正 に っ い て は,水 深 デ ー
タDを 使 用 し,
2π(ρc－ ρw)γD
た だ し,
ρc:地 殻 の 平 均 密 度(2.67g/cm3)
ρw:海 水 の 平 均 密 度(LO3g/cm3)
γ:万 有 引 力 常 数
で 補 正 し,プ ー ゲ ー 異 常 を 求 め た.
§4.解 析 結 果
先 に 述 べ た 方 法 に よ り,今 回 取 得 し た デ ー
タ の 内,デ ー タ 編 集 の 都 合 上 遅 れ て い る 一 部
を 除 き,ほ ぼ,全 航 跡 に 沿 っ て の フ リ ー エ ア
異 常 お よ び プ ー ゲ ー 異 常 を 求 め た.こ れ ら の
値 を 見 る と,エ ト ベ ス 補 正 に,な お 改 善 の 余
地 が あ る こ と と,不 良 デ ー タ の 取 り 除 き な ど
の 問 題 は 残 る も の の,ほ ぼ,満 足 の い く 結 果
が 得 ら れ て い る.
図2か ら 図5に,解 析 結 果 の 一例 を 示 す.
図2は,図3以 下 の デ ー タ の 空 間 分 布 を 示 す.
こ れ ら の 測 定 点 は,ほ ぼ,グ ン ネ ル ス バ ン ク
を 横 切 る あ た り に 位 置 す る.
図3～ 図5は,そ れ ぞ れ,水 深,フ リ ー エ
ア 異 常,ブ ー ゲ ー 異 常 の 図 で,緯 度 方 向 に 分
布 し た デ ー タ は,同 じ 経 度 位 置 に 重 ね て 示 さ
れ て い る.こ れ ら の 図 を 見 る と,若 干,値 の
ば ら っ き も あ る も の の,全 体 と し て は,各 値
と も,か な り よ い 精 度 で 求 ま っ て い る こ と が
わ か る.ま た,航 跡 の ク ロ ス ポ イ ン ト で の 値
も,良 く 一 致 し て い る.
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§5.ま と め
第27次 観 測 隊 で 実 施 し た 海 上 重 力 測 定 の
概 要 な ら び に 帰 国 後 の デ ー タ 解 析 の 状 況 に っ
い て 報 告 し た.
今 回 の 測 定 で は,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の ト ラ
ブ ル に よ り,若 干 の 欠 測 が 生 じ た も の の 全 体
的 に は,良 好 な デ ー タ を 取 得 で き た.ま た,
今 回 初 め て,実 施 し た 航 海 情 報 等 のON-L川E
処 理 も 良 好 に 作 動 し た.
帰 国 後 の デ ー タ 解 析 で は,重 力 セ ン サ ー 常
数,位 置 情 報 等 の 再 決 定 を 行 い,フ リ ー エ ア
異 常,ブ ー ゲ ー 異 常 の 再 計 算 を 行 っ た.こ れ
ら の 処 理 で は,ま だ,細 部 に っ い て,改 善 の
余 地 は あ る も の の,基 本 的 に は,よ い 結 果 が
得 ら れ て い る.
今 後,解 析 方 法 の 改 良 に よ り,不 良 デ ー タ
や,欠 測 デ ー タ の 見 直 し な ど,デ ー タ の 質 の
改 善 を 計 る 一 方,取 得 デ ー タ に よ る 地 殻 構 造
解 析 等,よ り 詳 細 な 解 析 を 進 め る 予 定 で あ る.
図2.グ ン ネ ル ス バ ン ク 付 近 の 測 定 点
図4.フ リ ー エ ア 異 常
図3.水 深
図5.プ ー ゲ ー 異 常
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重 力 異 常 か ら わ か る 一南 極 域 の 地 殻 ・ 上 部
マ ン ト ノレ 構 造
松 本 剛(海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー)・ 瀬 川 爾 朗(東 京 大 学 海 洋 研 究 所)
・神 沼 克 伊(国 立 極 地 研 究 所)
南 極 域(大 陸 域 、 海 洋 域 を 含 む)の 地 殻 、 上 部 マ ン ト ル 構 造 を 知 る 上 に お い て 、 詳 細 な
重 力 分 布 を 知 る 事 は 極 め て 重 要 で あ る 。 最 近 大 陸 域 に お け る 重 力 実 測 値 、 海 域 に お け るS
EASAT-1、 　 GEOS-3海 面 高 デ ー タ を も と に し た 重 力 値 を ま と め て 、 南 緯45度
以 南 の 南 極 域 の フ リ ー エ ア 異 常 図 が 発 表 さ れ た(Segawaeta1.,1984)
が 、 本 研 究 に お い て は こ の 最 新 の 重 力 デ ー タ 及 び 地 形 デ ー タ(同 報 告 に 付 録 と し て 付 い て
い る も の)を も と に し て 、 南 極 域 全 体 の ブ ー ゲ ー 異 常 を 計 算 し て そ の 分 布 を 求 め、 ま た 地
下 構 造 の 推 定 と そ の テ ク ト ニ ク ス と の 関 係 を 考 察 し た 。
図1に は 、 ブ ー ゲ ー 異 常 分 布 を 示 す 。 こ の 図 か ら 読 み 取 れ る 南 極 域 の ブ ー ゲ ー 異 常 の 特
徴 は 次 の 通 り で あ る 。
(1)大 陸 部 分 に っ い て は+50mga1か ら 一250mga1の 間 に あ り 、 ほ ぼ 全 域 が 負 の
異 常 を 示 す 。 こ れ は 南 極 大 陸 の 厚 い 地 殻 を 反 映 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 大
陸 全 体 が 氷 の 荷 重 も 含 め て 厚 い 地 殻 に よ っ て 均 衡 を 保 っ て い る こ と を 意 味 す る 。
(2)海 洋 域 に お い て は 、 ブ ー ゲ ー 異 常 は す べ て 正 の 値 を 示 す 。
(3)大 洋 域 に お い て+300mga⊥ よ り 大 き い 部 分 に 挟 ま れ た 地 帯 が 見 ら れ る が 、 こ れ は
大 洋 中 央 海 嶺 に 相 当 す る 。 す な わ ち 、 太 平 洋 南 極 海 嶺 、 南 東 イ ン ド 洋 海 嶺 、 南 西 イ ン ド 洋
海 嶺 に 沿 っ て 、 ブ ー ゲ ー 異 常 値 は 約100mgal相 対 的 に 負 と な っ て い る 。
(4)大 部 分 の 場 所 で は 、 中 央 海 嶺(ブ ー ゲ ー 異 常200～300mgaLの 地 帯)と 大 陸
(ブ ー ゲ ー 異 常 く0)と の 間 に は 深 海 底(ブ ー ゲ ー 異 常300mga」 以 上)が 存 在 す る 。
し か し ロ ス 海 に お い て は 、 中 央 海 嶺 と 大 陸 と が 直 接 接 す る 場 所 と な っ て い る 。 す な わ ち こ
の 場 所 で ブ ー ゲ ー 異 常 は 海 洋 域 か ら 大 陸 域 に 向 か っ て 単 調 に 減 少 す る 。
(5)ブ ー ゲ ー 異 常 が300mga1よ り 小 さ く 一100mgalよ り 大 き い 地 帯 が 、 ロ ス 海
が ら 南 極 半 島 ま で 連 続 し て い る 。 こ の 地 帯 は 、 東 南 極 と 西 南 極 と の 境 界 に 相 当 す る 。
(6)ケ ル ゲ レ ン=ガ ウ ス バ ー グ 海 台 、 レ ナ 海 台 、 キ ャ ン ベ ル 海 台 等 のoceanic　 pl
atformに お い て は 、 局 所 的 な ブ ー ゲ ー 異 常 の 極 小 が あ る 。
⑦ 大 陸 縁 で は 、 ブ ー ゲ ー 異 常 の 勾 配 が 急 に な っ て い る 。
ブ ー ゲ ー 異 常 か ら 地 殻 ・ 一ヒ部 マ ン ト ル の 不 連 続 面 の 深 さ を 求 め る 方 法 と し て 、 こ こ で は
白 色 ス ペ ク ト ラ ム 法 を 適 用 し た 。 こ れ は 、 地 下 の あ る 深 さ に 白 色 雑 音 の 質 量 異 常 が あ る 場
合 に 地 上 で 観 測 さ れ る 重 力 分 布 の パ ワ ー ス ペ ク ト ラ ム の 傾 き か ら そ の 深 さ が 推 定 さ れ る と
い う 方 法 で あ る 。 こ の 結 果 、 モ ホ 面 の 深 さ は 、 東 南 極 で 約30km 、 西 南 極 で 約20km
と 求 ま っ た 。 ま た 、 リ ソ ス フ ェ ア=ア セ ノ ス フ ェ ア 境 界 の 深 さ は、 東 南 極 で 約130km、
西 南 極 で 約100kmと な っ た 。 ま た ロ ス 海 で は こ の 境 界 面 が 存 在 せ ず 、 地 殻 下 部 が 直 接
ア セ ン ス フ ェ ア と 接 し て い る こ と が 推 定 さ れ る 。
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今!ρ♂ θ寺 参プ(リ ァ〈!?3#??・ 管 写 生佐7三/渉
柳 易 う 量 」37デ'一夕 ヒ 乙7テ"一 夕oづ ・一(∠_
fie・ ・,A)て 烙 敦 気 テ ー7導 磯 子ゐ3.ア ・一
9　Q　-tstt　-iCtコ ・a・2の 萱 録 フ7ー マA2-7t
a2上 記9〃67/n「/Sf・a・ ・り 今`・etAif
・辮 差ヂテフ1=・ ρご 一60後 髪 クイ雄 デ'一夕 外 海・寸{e3位'$fi・ ・一夕精 屡玄裾 継 βラ/・馬上寸
・67CN　LLF/才 ×カ・受 儲 ・㍍ 爆 笈 ・醸 ウ せ 就3・2・ ・、嬬 聯 鍔 分を 書 留 物
の表示 冤 と・〆い、匂 ⇒弦 加 二ぞ 三 夕ーナK5の 図 、背 子 鱒 ジ砺 ㌻ 重 力要事 分亨な と・長 ・'o亨f。g
みz〃み ・カ ・毫 青筋 穀 酌 勘 一 、・θ 句 叶 、多 裟 の蕩耀 のe6e4(・ ・財 ・ダ3
一劾 辱賓Z－ 系羅 拶 仁多f7)ヌ 　・e　Zシ プ ー テ・c,k>な 喬葎 燐 みの培 簗'%埋 葬4♪ 訪 愛 つの参
ツ
ー夕 ㌔ 塗 多9寡 録 すb=　 ir4い ネ マ女)2'・$3.今 琴丈c6t丈 を{rρ
@#・ ・cx・ 榜7・ ・es・NY5つ ア 一夕7-・Q
1贅三:三儀罎 議 驕 ㌫1砂/競 π一岬 ヲ韓 一 袴本@
'デ ータプ ロセ ッサ データ ロガー
V-476-01V-476-02
矛 塗昆 ユ跨 間 分 纂録 グ3ご ・dl・E7-2ee2'・`B3b
姿金柔テ ー5>う 蕩 硬 宿 〆ンe/イ5〈nLit2tKノ(フ/
60ユ 一 夕 ー(修9えr617・ ・P(タPD/〃7し7ノ香/汐!〆2
9テ 〉 二 と 〆r'2・ チ3ρ7tt－ 夕L)Zf「 ・-」,〉 う テン'-
9;-EOfS乙4ぱ フ?μ 穆 実 、 テ"427b//
姦 ネ 等 蛋'4ナ デ ー タ リ ・んe・9〈tＬtフ ラ イ ト 繋 ア
後z5/:7fう 二z・erv・i7J5rE-2・ み3。
碑 繭 舷 轍 糎1劇 劃zρ ・∫・偏 ㌘
精度も 彦量的1っ解 釈 才3二ztグ ネ6「能 で・あつ
仁L・ ・6・しA・ma・)=.ス テ曜 御 ・よ'1・ 磁





















































































建設 鬼国土地理陛ラ別宅部 石 原正男 田中 等
、艀 ・型 重 力振 打 よ ソ日脚 基地 ・基準 重
国 上履 蹄 嫡 極地威 ・ お・・て.ヲ 夏・障 ・地 力値 峡 起 妹 ・第8縫 酬 ガ5・ ・w・hdi・'・v
固練 心 地・細 醇 観 測 ・業務 ・誘 わ つ 重 殉 訊 ・).S・ ・もイ諒 如 お'・1'bL、・..C・ste
き・・NSガ.こhら の業 務 咳 果 ・ し・ 刻 重 力9tガ 夜 駆"・ 一・・の轡 重 力値 鴻 ・レ
量 ・地 図麟 ・・関 … 鵬 初 午3月 に 「南 ・ 差 弊 、測量 等・翻1、 調 査 靹 ・遂 地 ・6
極 地 域 差響 ・・空中 写真 仙 地 図 成 果等集 岸 ・錨 地 枳 繭 陸 ぺ 重 力測 量 が精 嫡
第9ン 久 久 ルぐ第/8突 観 項1ム大降`9
JqsN7… 　 2デ 琿 出 ・恒 吋 ・
解 鯛 障 連 岬 量 ・ ・
室'セ もt・ 第9ン 更観 測 以 降 ・　ng・2-Av・"fulL,1　est・ よ3
地 磁 気 剰 一景 ガ'実 施 遣 れ て ・・る.航 空ン磁 気 週'}量
第B次tV　 〃 次 及1バ 努 ノ`次,第/6次 観 劇 に
プ 叫 ・磁 ヵ卸 ・よ ソ 勃 起 止 た.
こ 巧 ・ 峡 ・結 果 ・岬 ・"・ 南 極 欝 時 ・詳 細
第B曜 測 で 聯 碁 輌 天1・parci2」a-・ ・つ たcS),・ り 集録 ・"　tg　)tl曖 ・
影 顕 及 斌悌/6次 観 測 で得
ら拠 た 最 近 ・ 測 定 テ㌧ タ の み 靖 ・録 ・ た.地
築 〃 次 ～ 第Z6)尺 観 測 で 得 ラh
るべ阿 戸杢 の や ま ヒ 山 月li〈ygの露、岩 地 ギ戦ぐ 土他形 国 作 た 全sk力 及 び'3あ(分 の 浸り定.デ'一 タ 及、ひご動己点 図
威 ・ た め.基 幹 の 設 置 が精 力 的 、・追 駆 ん を 集 録 し た.
て1た 。 笥 類 火 観 刻 力つv9　 ・　 JMR狂 製 受 信 空 ヰ 写 真 撮 影 は ・第 いk～ 笏 ユ4次 観 測 ま ビ
椥 ・‥ 人 工 衛 星 ド プ ラ ー鯉 ト ・1・粁 伍 ・隊 姻!・ 操 號 畷 及 が フ゜ ソ ・ 人 才 ラ フE…[
置 久 ・ぐ練 紅 決 定 し.セ ー ル ・ ン タ'㌧ ネ 山 地 じ め 各 地 域 ご'・ ・ 標 定 図 力喋 録 認 れ ・ ・ぽ.
・ 鱈 煮 耀 拮 ペ ー ・ .・if・6基 準 鯛 地 図 考 叫 靹.　 BgtQ　・8一 輯 度 ・・硝 ・
量 ド よ ・1縛 ラ ん た 掬25ジ 点 の 基 準 点 成 果 く緯 ん だ1/2s・'… 地 図 ユ葉,1/zSUI・ ・o震
度 ・経 度 ・標 高 ・関 係 力fal¢ う!立 角 等)及 び9す;真 標 定 図4柔,1/2s、クoρ工邑形 図 好 業 の
網 図 が 集 録 遣 れ て い5.外 郎知 銘 与ノ更 ガ ラ作 威 望deて ・・bl/z-s7・,P・ ・
重 力 漫南 暮.恥 ・噸 漫・匡G≦ ・ 型 重 力 振 衛 星 動 姻 よ 難 含 酵 埣 ∠図 葉 〃喋 録 之 叔
手 に よ ソ 乗 気 ～ 昭知 基 地 間 の 測 定 が 書式 み ラ 起 い る 。
た ガ 上 陸 に 至 ら す'東 京 ～ シ ン カ'噛ホ㌧ ル ～ ケ
ー フ゜ タ ウ ン 問 の漫1之 に 留 ま っ た .こd)た め
第 ユ 沢 観 測 で はWObde'n・ 重 力計 に よ るI!　Zヅ
オ ・オー 〆4鴻 氷 上 で の 観 劇 が'考ラわULた.第3
・蹴 減1で ・錬G.～ 聯 嵯 絶 間 ・W・rdi…vGE.ht†
・ゴ 確 賊 ・"行 あ 仁 一/る 日鋼 茎 ・憩 室 孝 重
力値 ・決 定 レ た.そ の 後 第6・ 又観fi・1に お ・ て
録.t・ て 刊 行 ・ た.今 回(9/午3耳),こ に 芳油 れ ・ 芝 た.・ れ 垣 測 定 糸ち果 鴻 ・は
・ 集 録 ・改 訂 を 行 う ・ 弓 ・新 た ・磧 半被 が'観 那 ・'・・ ゲ ・て 配 恵潤 一 も ・煉 録 した
輌 集 黎 トf・`ガ ・ た 童 郷 ・8・ra磯 廻障 … お 昂 鵠 痛 ・7・hx観那 で 種 力 伽
の 資 料 を 加Lて ・新 た に 「南 極 ・邑砕 基 準 点・ ・第9ンRと 除 乏 ・　P・tsti・M　2r・・vity　s・/ste…v　・こ
・重 力 ・地 磁 気 浸 杉 諄 嫌 地 図 成 果 集 録 ・ 躇 戯 れ ・
」 を 作 βぐし た 。
集録 内 容1ユ.第 い 笈 ～ 第 ユよ次 観 測 で 得 らん1邑 磁 気 ラ則 量 は ・
た茎 熱 損1陸 連 力 測 量 嘘 磁 気 週憧.
写 真 撮 影 及 び 地 回 作 成 イ手業 苦 り,叔 果 で あ る.
たs'し.重 力,地 磁 気 液り'量デ ー タ に っ い てas　 ls、
笏25:之 観 測 分 ま ぐ 集 録 さ ム た.各 噺s門 ヌ!の バ ぢ い て.
果 集録 内 」各 の概i髪`92尺 の と あ'ソ で あ る.
基 準 点 測 量 は.
柔 測 量1・ よ る 経 度 ・緯 度 及 め イ珀 ・ 決 定t－ ス 国 崎 示 し.
当 時 ・開 ・1緬 磁 卒 した 標 高 決 定9'/i7
た ・ ゲ 蜘 ソ で あ る.以 来 昭 和 基 鷹 句 苧 及 上 磁 気 漫憧 ・ 、
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インドの噸 講 調査・ゴンドワナランド勧 ンブ'り禅 継 嚇 計画
吉田 勝(大7姉 た 矧
/タ8埠 ・/月 ～/9・54/Am2ヶ 月)綱 翻 一グ'ラニ ・ラ/lh不 暖 継 域 瞬
間 ・イ ン ド半島 南面寄 ケ ララ刺 の美 ガンプ ソ 存現 象 ドは 、岩 質.構 造 、要威 イ手用 ・ヤ 地 史
ア界 の野外 調 室 を、前 報 の ス ソラン 方今野斗 の オペ て分立 で ス ソラ ンカ,南 種 ヒ暑適 才る
調 釦 ・引続 いて行 な ・7・(図1,知)。 ミ4と ミ ケ 却 塒 銅 る1句題t＼ラ く.日 本 の南
概 豫 をカラー ス ライ ド等で紹寸 耳ろJ極 地耳石万完7"ル ーフ゜ヒして、ぜ ひと{比 較 研
究 セ行 な うべで 対 称 であ る ヒ}奪われ う,今 後
イ ンド接 繭1よ 蛎 ・礪 一 中鋤 慶久(・,上 橘 鼓 ハ レイ ・ ン… 一綱 ・鏑
ペ ニン スラーノ手ノ森老 ヒタ")tr)7ー ル糸ノ 申す ド しマ い ワ るよう,jPt,"{ズq又6;Fデ'一 夕 を暑 通≠」
グ ラニzラ イ ト11ヨ4コ ン ダ'ラィ トー チャIL・ノ 用 可能6よ う仁 整理 し'zい く子kて'あ る.
カ ろ ト弟類 が 分脅 穿 る.今 回の主 たる調 査地
は、南方〃うク"ラニZラ イ ト地 タ或毛種 ぎ'るり准二 な'お、今 回a調 査グ射 た碑 閏 であ フ1:ラrラ
孝の 南国岩相 地域4両 才 で、　tttl　4/ぐiL/ゴ ー ラ州 立光 球斜 琴祈 気枷 真 裏際 ド暑 同所 気 を
トキ'ヤ・プ(　 Pa!3itat、.　cτap　)挺 ・域ピ 南矛 の ぞ祷 ・「・嘉 ・畔 編 ら{純 ・よ ソ・酵 酬
ア・ 戸 ンコ ービ 湧 辮(湾 ぬ ・た・V〃騙6獅 酔Uン ドp・X'・/'KＬk麟 鵬 ・
β。/τ)て"あ ・1:.隊 長 て あ ・/:)邸 、 タ θ 首 鄭 ・珀 本 囮
北 勧 パ ルゴ㌧ 卜ell;つ ・-z(」1、ペ ニ ンス ≠ 噺 知 ・ね 潮 待U奇 ・て 顕 し・2・・11、
ラー 片麻 岩 の"窓 〃とろ解 釈 力x・thる,・今回A現 在?ベ オね をVilて 待 うか まえ てい う,
孝周重で{;、 両tptg)Aと 毛 、明 らがな7云域1的 な後
上藪 力 綱 ・望 め られr・.し カ・しべ れ バ
上o)2PtC,SNm「 月内名 字目孝」m姦 凶 そa{の
カ、どうo(ま}ヨ月弓ヵ・τ'ない 。
Table　 1.　Outline　 of　 field　 survey　 in　 India,　 1985　 -　1986
Survey　 areasCoworking　 scientistsDuration Remarks
of　 CESS of　 survey
Around M.　 Santosh 3　days Charnocklte　 -　khondalite　 -　1eptlnite
Trivandrum interrelationships
Achankovi1T.　 Radhakrishna 5　days Polyphse-deformed　 and　 metamorphosed
shear　 zone 」.　Mathai granulite-facies　rocks
area
Bavani　 shearT.　 Radhakrishna 10　days Polyphase-deformed　 and　 metamorphosed
zone　 area 」.　Mathai granulite　 -　amphibolite　 facies　 rocks
and　 lower　 grade　 mylonites
Palghat　 GapM.　 Santosh 2　days Charnocklte　 -　gneiss　 relationship
area G.　Sankar
Throughout 4　days Kolar　 Gold　 Field;　 Near　 Bangalore;
south　 India Madras;　 Near　 Waltair
－66一
N100 2 00 k
Figure  1, Geologic outline of South India showing 
Flame near P:  Palghat area including Bavani 
Flame near A: Achankovil Shear Zone area; 
B: Bangalore; M: Madras; T: Trivandrum 















Shear Zone area; 
W: Waltair; 
and Talukdar, 1978)
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ヌリランカの噸 予権 醜 ・ゴ・ド'ワナランド勧 ン到 ア卑対・・る積 計画
吉 田 勝(天 顔キ 大 ・理)
/タsS#9fi～ 〃 肋 ・ ケ胴 、詩 藻者 細 動 呼 行 のオ 舶 の群 の連 続椥 埴
(9.刈 ランカの勧 ン プ リア界 の9,4タ剛 直 恥 ・、・・1崎 ・ して,kr;t・ 一 場 燐 … 尖
を4ラ・な つた(図1.表1)。 この概 要 をノクラー 」威 オる場 合 力▽あ,ノ、 直立老君1汐に タヒ行4る 芋餌
ス ライ ド考 で紹介 呵る。 紹 防毒＼1推」と乏れ る・
ス、リランカ の失 カ ンフ"リア,)午時 、中 央高ケセ
を中倒 ・ePtる/・/1ラ ン降(　 ilt・3klaltK
sehiesフ(ク"ラ ニエ ラ・イ トネ目の変法表 威 ラ昌
類)ピ 東 タヒ軸 側 例 簸 域1・榊 乃 ヴ
差篇薦む1興 第1∵篇』1劉1
成 る・今 回 めま たる調 釦 七城{ユ ・中 央高地評
の キヤ ・デ イ(k・ ・a/)駆 と1菊 碗 梛 丁
遁 の ホ ラ ナ(　 HOhana)周 辺 の 二地 域 で あ フ た。
キ ャ ン デ ィ 周 辺 地 域1ヌ 、動 面 直 立 一 息 イ頃 の
ゆ る 、・孝習、曲ノ構 呈き 定書桑 リム丞 才 グ ラ:ニ エ ラ,イ トネ目
亥 城 裏 岩 頚 ヰ に 角 内 競 吻 ミ フ・マ タ ろ ト類
ヵ＼1直 径 老ζキ ロ メ ー タ ー 余孟友 の い く っ ヵ・a、乏7
な 伸IN'1・ 金 状 構 造C1ア ソ ー/'ヒ ・ ,?(エ`'"1.て・、
る)を な し て い る.こ の ア ソ ー ナ ビ 周 囲 の
ク ラー:二zラ/)トIS%類 ζの 濠1イみ かつ司顯 で'あ ワ
・ ・、う ・弓 な チ法 て族 討 を 進 め る'¢ 專 バ あ る。
な お 、 周 囲 の プ ラ ニzラA卜 相 愛 歳 末 功 名
類!こ(み 直 立 摺 曲 に 失 行 謬 る 等・斜 摺 曲 力、㍗ ま
れ ド 看見療 立 れ た 。
ホ ラ η 髄{よ.主 ヒ し て チ や レ ノ カ イ ト ヒ
フヶ㌧ ネ ワ ト ・星 雲オチ片7券 岩a互 ノ曹 ハ・、動 面 直F















　　igure　 1.　Geologic　 outline　 of　Sri　 Lanka　 showing　 survey　 areas
　　 　　 　　 　FIame　 with　 K:　area　 around　 Kandy;　 Flame　 with　 H:　area　 　
around　 Horana;　 G:　Ga]1;　 C:　 Colombo;　 T:　 Tonigara
(Th・　g・・1・gi・　m・p　is　si・plifi・d　 ・fter　 Dissanay・k・ 　&　Munasi,qh,.　1984)
Table　 1.　 Outline　 of　 field　 survey　 in　Sri　 Lanka,　 1985
Survey　 areasCoworking　 scientistsDuration Remarks
of　 survey




Highland　 Series:　 folded　 granulites
with　 `tArenal`　 structure　 filled　 with
amphibollte　 facies　 rocks
Around　 Horana 4　days Former　 Southwest　 Group:　 polyphase一
folded　 granulites
ThroughoutP.　 Vitanage, 8　days Southwestern　 part　 of　 the　 Ceylon
Sri　 Lanka Univ.　 Peradenlya Island　 (former　 Southwest　 Group),
Around　 Haputale　 (southeastern　 part
of　 the　 island),　 Tonigala　 granite
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ス リ ランカo是 カ ンプ リア界 力、"南種 ソユ な お 、今 回の言周査っラ寸応構 内で あ フ1:!x°ラ
ッ ツオホ1レ ム渇 地 域 の それ とよくイ9くマ いろこ デ'ニ ア大、蓼 の地質 多教 室Aま 位 、　Dissana/ake
t〔概 ・湘 摘 帥 「・と・ろであ る・・＼A7回 の 激 援 、割 司硝 和P肺 ・櫟 胸 裏、刻
予備 調 査で 七 夕 くa類 似 互 を見 る こ とカ＼'で ランヵ基礎 鰭 珂 暴 ケ(エFS)所 長 の 乙.
ミ ア㍉ 日本の触 党 与グ',・-7°(et・Q-1瑚 噛ρ・… 吼ρ・槻 敷寝(南 鞭 石岬 机 劫
の蕨 畔 急白 榊 和 睦 ・・'nろ。 今 鯉 て・、る)、 纈 調 戯 ケ確 のP恥 ・醐 …
詞"今 回 釧 螺 デ㌧ タ を≠廊'柳 で26肛 囲 償 表 ・日本碑 働 縛 グ1レ ープ
よ う整 理 才る と ヒも1・'暑 同 研 夷の組 織 づ4と のIZi同 研 究にタ意い期 待 を寄せ:て お ソ、 妻入'
ソ抽 噂 で'ある,偏 り1曜 。zい る.
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シ ンボ ジ ウ ム プ ロ シーデ ィング ス の発 行 に つ いて
例年 と同様に当シンポジウムのプロシーデ ィング スを発行 しますので、下記に
よ り論文の投稿をお願 い致 します。
1.投 稿 締 切 り日 昭和62年2月28日(土)
2.投 稿 要 領




稿規定が若干変更 される予定 です。御 申込み後御送 り致 しますので、これによ
って投稿 して下さい。
3.そ の 他
今 回 か らシン ポ ジ ウム プ ロ グ ラム を プ ロ シーデ ィング ス に掲 載致 します の で、
投 稿 しな い方 も 、英 文 題 目 とロ ーマ字 表 記 著 者 名 を下 記 の表 に よ り地 学 プ ロ シ
ーデ ィング ス編 集 幹 事 まで御 知 らせ下 さ い。英 文 アブ ス トラ ク ト掲 載 希望 の 方
は、 アブ ス トラ ク トを御 送 り下 さ い。
4.投 稿 先 〒173東 京 都 板 橋区 加 賀1-9-10
国立 極 地 研究 所 地学 プ ロ シ ーデ ィン グ ス編 集幹 事
発表者 は全員ご提出下さい
地学 シンポジウム'プ ロシ・一デ ィング ス
申 込 み 書
1.投… 一 モ;㌫;,
投稿 しない
2.予 定論文英文題 目(投 稿 しない方 は発表論文英文題目)
3.主 著 者(所 属)[英 文 表 記]
4.共 著 者(所 属)[英 文 表 記]
5.連 絡 先
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至王子
旧中仙遁
,一 一一一_至 巣鴨
地 下鉄
}伽 ゆ
至川越
旧中仙直
??
懸 壕上編
●国電(埼 京線)板 橋駅下車徒歩13分
●地下鉄(都 営三田線)板 橋区役所前下車徒歩7分
?
?
??
?
? ?
??
? ?
??
??
?
??
?
??
?

